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上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

　将来の夢は、ミニチュアのドールハウスなどの作家になる
ことです。ミニチュアの展示会を見に行った際に自分で作
りたいと思うようになり、妹とミニチュア家具を一緒に作っ
て楽しんでいます。

目 次

　生活情報
３ 4月から市役所の組織の一部が変わりました
４ 令和５年度　施政方針
６ 令和５年度　予算
７ 山鹿市ふれあい人権講座

第３次山鹿市男女共同参画計画の実施に関する意見書が
提出されました

８ 山鹿市教育委員会広報　ゆめーる　第60号
10 山鹿市民医療センターからのお知らせ
11 やまが職業相談総合センター

春の全国交通安全運動
12 後期高齢者健診と歯科口

こう

腔
くう

健診の受診券を郵送します
13 みんなの健康手帳

　お知らせ
14 案内版
21 定例相談
22 およろこび・うぶごえ・おくやみ
23 わくわくネット
24 図書館スタッフおすすめの１冊

バンビ通信
25 街角ぐるっとNAVI

　投稿のページ
26 みんなの広場

今月の街角ギャラリー・八千代座催し案内
28 市民文芸
29 オムロンピンディーズ
30 読者のひろば・地域おこし協力隊通信

朝倉　真
ま

央
お

さん
めのだけ小学校６年生

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、実施予定のイベントに変更が生じる場合があります。
当月号に掲載している内容についても、今後、変更となる場合があります。主催の問い合わせ先に
ご確認いただくか、市ホームページなどでご確認ください。

問情報政策課  ☎（43）1118

　市が発信する行政情報を取得できる他、家族や友人、行政区
や各種グループでの情報共有ができます。
※�緊急情報の発信の他、防災情報も充実しています。日頃の
「備え」として、活用をお願いします。

●出前講座  実施中●

地域コミュニケーションアプリ地域コミュニケーションアプリ

　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

「もしも」の前にダウンロード！

May
No.269

　４月16日、山鹿に春の訪れを告げる山鹿温泉祭が開催さ
れました。薬師堂での温泉祈

き
祷
とう
祭
さい
に始まり、山鹿灯籠踊り保

存会が湯
ゆことぶき
壽の舞を披露。伝統衣装に身を包んだ御

み
幸
ゆき
式
しき
行列や

マルシェなど、訪れた多くの人が楽しんでいました。表紙は、
御幸式行列を歩く九日町の皆さんです。

今月の表紙　　山鹿温泉祭 2023山鹿温泉祭 2023
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商工
観光部

商工課
商工係

☎ (41)5698
物産振興係

企業誘致課 企業誘致係 ☎ (41)5643

観光課
観光振興係

☎ (43)1579
観光企画係

建設部
都市整備課

計画整備係
☎ (43)1591景観建築係

住宅政策室

教育部

教育総務課
総務企画係

☎ (43)1396
施設管理係

学校教育課
学務係

☎ (43)1638
教育支援係

学校教育指導室 ☎ (43)1391
生涯学習・
スポーツ課

生涯学習係
☎ (43)1150

スポーツ振興係

文化課
文化企画係

☎ (43)1651
文化財係

総務部 情報政策課
情報管理係

☎ (43)1118
デジタル推進係

福祉部

福祉課
福祉総務係 ☎ (43)1167
保護係 ☎ (43)1168

障がい福祉係 ☎ (43)0052

子ども課
児童家庭係

☎ (43)1514保育係
子育て支援係

農林部

農業振興課

農業政策係

☎ (43)1556
担い手支援係
農業振興係

山鹿和栗ブランド係

農村整備課
維持係

☎ (43)1571
農地整備係

林業振興課
林務係

☎ (41)5636
林業振興係

●庁舎・場所が変更になる課●庁舎・場所が変更になる課
・�環境課は環境センター（石416番地　☎ (43)7211）に移転します。
・�子ども課は、本庁４階から１階に移転します。

●令和５年度から●令和５年度から
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4 月から4 月から
市役所の組織の一部市役所の組織の一部が変わりましたが変わりました

問総務課職員係　☎ (43)1117

「人口減少スピードの抑制」「人口減少社会における持続可能な社会の構築」のアプローチからなる戦略的人口減少「人口減少スピードの抑制」「人口減少社会における持続可能な社会の構築」のアプローチからなる戦略的人口減少
対策による「選ばれる山鹿」の実現に向け、これを強力に推進するため組織改編を行いました。対策による「選ばれる山鹿」の実現に向け、これを強力に推進するため組織改編を行いました。

・�子ども家庭庁の設置および所掌事務の見直しに
伴い、子育て支援に関わる施策を福祉部に移管
します。

●部の再編●部の再編

福祉部福祉部

・�農林業の振興および商工業、観光振興施策の充
実強化を図るため、経済部を農林部と商工観光
部に再編します。
・�農林部に林務行政を推進するため、林業振興課
を新設します。
・�農業振興課に山鹿和栗ブランド係を新設し「日
本一の和栗の産地化」を目指します。

農林部・商工観光部農林部・商工観光部

・�住宅用地の確保を含む住宅施策全般を推進する
ため、住宅政策室を新設します。

建設部建設部

・�文化行政の充実および文化財活用を推進するた
め、文化課を新設します。

教育部教育部
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私
の
市
政
運
営
は
、
任
期
３
年
目
の

折
り
返
し
に
入
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
制
限
が
緩
和
さ

れ
る
兆
し
が
見
え
て
お
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
市
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
「
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
」
へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。
併
せ

て
、
T
S
M
C
の
進
出
に
伴
い
、
県
内

へ
の
半
導
体
関
連
企
業
の
集
積
や
そ
れ

に
伴
う
波
及
効
果
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、

積
極
的
に
企
業
誘
致
の
推
進
お
よ
び
既

存
企
業
の
事
業
拡
大
を
支
援
す
る
た
め
、

新
た
に
用
地
取
得
に
対
す
る
奨
励
金
の

交
付
を
行
う
と
と
も
に
、
工
業
団
地
や

住
宅
用
地
の
適
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

日
本
全
体
が
人
口
減
少
社
会
へ
突
入

し
、
本
市
に
お
い
て
も
想
定
よ
り
速
い
ス

ピ
ー
ド
で
人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
に
は
、

戦
略
的
な
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
「
人
口
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
の
抑
制
」
と
「
人
口
減
少
社
会

に
あ
っ
て
も
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
」

こ
の
二
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

り
、
戦
略
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
、
令
和
５
年
度
は
「
人
口
減
少

問総合戦略課　☎(43)1112問総合戦略課　☎(43)1112

市長説明要旨の全文はホームページ市長説明要旨の全文はホームページ
をご覧ください。をご覧ください。

「選ばれる山鹿」「選ばれる山鹿」
　　　　　　の実現にむけて　　　　　　の実現にむけて

山鹿市長　早田山鹿市長　早田順順
じ ゅ んじ ゅ ん

一一
い ちい ち

対
策
」
に
主
眼
を
お
い
た
①
結
婚
・
子

育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
②
し
ご
と
・

人
材
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
③
移
住
・
定

住
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点
的
な
取

り
組
み
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
、
各
種

施
策
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
積
極
的
に
対
話
を

行
い
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
、
先
人
が
残
し
て
こ
ら
れ
た
豊
か

な
自
然
環
境
、
歴
史
、
文
化
遺
産
、
伝

統
工
芸
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
し
な
が
ら
、
市
民
や
企
業
、
市
外
在

住
者
か
ら
「
選
ば
れ
る
山
鹿
」
と
な
る

た
め
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令和５年度　施政方針令和５年度　施政方針
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　住宅地として開発可能な用地調
査を行い、民間事業者が開発着手
できるよう必要な情報を整理した
開発計画の策定を急ぎ、市外から
の人の流入を促すと同時に市内か
らの流出抑制を図ります。

住宅用地整備促進
　Uターン子育て世帯の住宅取得
の補助制度を創設します。また、
東京圏からの移住を促す支援金の
支給額や対象者を拡大します。

移住定住支援
　地域産木材のブランド化と移住
人口の増加を促し、定住人口の減
少に歯止めをかけることを目的に、
山鹿市産の木材を活用し、木造住
宅を新築する人の木材購入費の補
助制度を創設します。

山鹿市産木材の利用促進

商業振興対策
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　地域農業を担う専業農家の後継
者を目指す親元就農者に対し、地
域農業を知りつくした専業農家の
後継者を「未来のリーダー」とし
て位置づけ、地域農業を盛り上げ
活性化し「魅力ある農業」の実現
を図ります。

農業担い手支援対策
　地域を盛り上げたいという若手
事業者を集め、熊本大学などと連
携し地域の実情などを学び議論す
る「やまが未来創造塾」を開催し
ます。本塾を通し、地域資源やそ
れぞれの知見を生かした “新たな
ビジネスモデル ”を創出する人材
の育成を図ります。

やまが未来創造塾

33移住・定住応援プロジェクト移住・定住応援プロジェクト

　経済的負担の軽減と結婚後の本
市居住を後押しするため、結婚新
生活のスタートアップ支援として、婚
姻に伴う住宅取得や賃貸住宅、引っ
越しに関わる費用を助成します。

結婚支援 こども家庭センター
　ファミリーサポートセンターの
新たな拡充支援として、１回の利
用につき3時間を超えた利用料金
を市で負担し、利用者負担の軽減
を図ります。

子育て活動支援

11結婚・子育て応援プロジェクト結婚・子育て応援プロジェクト

補助上限額（１世帯あたり）
夫婦ともに29歳以下：60万円
　　　　　39歳以下：30万円

　意欲ある商工・観光事業者の
チャレンジを促し地域経済の活性
化を図るため、商工団体のサポー
トを受け、新たに創業または開業
を行う本市に居住する個人や市内
に登記のある法人に対してスタート
アップに必要な経費を助成します。

補助上限額：100万円
就農後の３年間、年額150 万円
を交付

【Uターン子育て世帯住宅支援】
補助上限額：50万円
【移住支援金（東京圏からの移住）】
単身：60万円
２人以上の世帯：100万円から

補助上限額：100万円
山鹿市産木材購入費用の２分の
１に相当する額を補助

22しごと・人材応援プロジェクトしごと・人材応援プロジェクト

「選ばれる山鹿」の実現に向けた「選ばれる山鹿」の実現に向けた

３３つの応援プロジェクトつの応援プロジェクト

新

拡

独 新独 新

拡 新独 新独

【地域生活課】 【子ども課】 【子ども課】

【商工課】 【農業振興課】 【総合戦略課】

【都市整備課】【林業振興課】【地域生活課】

市独自施策

新規事業

拡充事業独 拡

新

新独

独

新 新

※３つの応援プロジェクトの中から、それ
ぞれ３事業を抜粋して掲載しています。

　子ども家庭総合支援拠点と母子
健康法に基づく子育て世代包括支
援センターを一体化した「こども
家庭センター」を設置します。全
ての妊産婦、子ども、子育て世帯
の一体的な相談、支援をより効果
的かつ迅速に行えるようにします。

５月募集開始（定員12人）
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　令和５年度予算が成立しました。令和５年度一般会計予算322億 1800万円の概要をお知らせします。
詳しくは山鹿市ホームページをご確認ください。 問財務課　☎(43)1119

　市税、保育料、公共施設の使用料など、市が自主的に収入することのできる自主財源は、91億 6629万２千
円で、全体の 28.5㌫となっています。どの地域に住む住民にも一定の行政サービスを提供できるように、国が
地方に代わって徴収し、分配する地方交付税、国・県からの特定の事業に対する支出金や銀行などからの借入金
（市債）などの依存財源が、230億 5170万８千円で、全体の71.5㌫を占めています。

財源について財源について

予 算令和５年度

山鹿市一般会計予算　322 億 1800 万円

●議会費
議員の報酬や議会運営など

●民生費
高齢者や障がい者、子どもの福祉など

●農林水産業費
農業や林業の振興など

●土木費
道路、公園、市営住宅の維持など

●教育費
小中学校、生涯学習、スポーツ振興など

●総務費
地域公共交通の維持や地域の祭り、行政の情報化など

●衛生費
市民の健康や衛生的な生活環境の保持など

●商工費

▶企業誘致対策事業
　3134万円
▶受入態勢充実費
　1848万３千円

●消防費
消防や災害対策など

●公債費

●その他

地方債（市の借金）の返済に要する経費

災害復旧、基金積み立てなど

１億 9535 万 7 千円（0.6㌫） 34 億 1485 万 5 千円（10.6㌫）

110 億 2676 万 6 千円（34.2㌫） 23 億 8327 万９千円（7.4㌫）

23 億 9258 万３千円（7.4㌫） ４億 3525 万１千円（1.4㌫）

16 億 8364 万３千円（5.2㌫） 14 億 3465 万５千円（4.5㌫）

33 億 5878 万５千円（10.4㌫） 37 億 7986 万７千円（11.7㌫）

21 億 1295 万９千円（6.6㌫）

▶イメージ戦略推進事業
　857万９千円
▶移住定住支援事業
　3559万円

▶子ども医療費助成事業
　２億877万１千円
▶出産・子育て応援事業
　4150万４千円

▶母子保健事業
　5266万４千円
▶がん対策推進事業
　8782万４千円

▶農産物販売促進・６次産業化支援
　事業　787万３千円
▶スーパー中山間地域創生事業
　906万５千円

商工業や観光の振興など

▶地方道路等整備事業
　２億9590万４千円
▶まちなみ再生事業
　2200万円

▶消防団運営費
　２億1821万９千円
▶消防庁舎施設整備事業（東分署）
　４億1329万８千円

▶安全・安心な学校づくり事業
　（八幡小屋内運動場）
　４億3295万円
▶弓道場整備事業
　１億1550万２千円

（）内は構成比

▶未来創造基金積立金　15億 9440万円
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開催日 会　場 テーマ 内　容

６月14日㈬ 菊鹿地区公民館 見つめよう！　あなたと私の大切さ
（人権全般） 開講式・講演

７月14日㈮ 鹿央市民センター スマホを知らない世代がスマホ世代を救う！
（インターネットと人権侵害） 講演

８月24日㈭ 鹿本市民センター 私たちが暮らすまちの人権歴史
（部落差別） 講演

９月13日㈬ 鹿北市民センター 災害対応カードゲーム教材「クロスロード」
（災害と人権） 講演

10月中 国立療養所 菊池恵楓園
ハンセン病回復者と家族の人権

（病気と人権）
現地研修

(現地集合・現地解散 )

11月中 山鹿市内小中学校 今ドキの人権教育
（人権教育公開授業） 授業参観

12月３日㈰ 山鹿市民交流センター やまが人権フェスティバル 講演・発表

令和６年１月16日㈫ 鹿本市民センター 人権感覚が豊かになる！
（身の周りの人権問題） 参加体験型・閉講式

　人権って何？　なんだか難しそう…。避けて通るうちに、自分でも気付かずに偏見や差別につながることをしてい
たり、被害者になったりするかもしれません。自分と人権のつながりを学び、理解を深めるための講座を開催します。

問人権啓発課　☎(43)1199

※11月、12月を除き、講演は午後２時から60分間を予定しています。
※ご都合が合うときのみの参加でも構いません。
※開催日時、会場、内容は講師の都合などにより変更する場合があります。

  山鹿市ふれあい山鹿市ふれあい人権講座人権講座  　　人権のこと、いろいろ学んでみませんか？
受講
無料

参加対象　山鹿市に住んでいる人または勤めている人
受 講 料　無料
申し込み　下記❶〜❹のいずれかの方法で「⑴住所　⑵
氏名（フリガナ）　⑶電話番号」をお知らせください。
❶来庁　山鹿市役所３階　人権啓発課　
❷電話　(43)1199　
❸ FAX　(44)0373（様式は任意です）
❹Eメール　jinken@city.yamaga.kumamoto.jp（件名に「ふ
　れあい人権講座申し込み」と入力してください）

締め切り　５月19日㈮
内　　容　下記予定表のとおり年８回を予定

お気軽に申し込み
ください！！

人権イメージキャラクター
人KENあゆみちゃん
人KENまもる君

問人権啓発課　男女共同参画推進室　☎ (43)1199

第３次山鹿市男女共同参画計画の実施に関する意見書が提出されました

左から早田市長と坂口副会長

　3月 28日に山鹿市男女共同参画審議会の坂口里
さと

美
み

副会長か
ら「第３次山鹿市男女共同参画」の令和４年度事業の取り組
みに関する意見書の提出があり「各種審議会は男女等比を目
指すこと、夫婦で子どもを産み育てる認識のもと男性の育児
休業取得および家事参画推進を行うことにさらなる努力を求
める」と提言されました。早田順

じゅん

一
いち

市長は「意見書の内容を
尊重し、男女共同参画社会実現の取り組みに生か
してさらなる啓発をしていきたい」と述べ、多く
の意見が寄せられたことに感謝を伝えました。

誰もが個性と能力を発揮しともに輝く山鹿市を目指して

詳細は山鹿市ホームページを確認ください

ふれあい人権講座
山鹿市ＨＰ
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●
学
校
I※
C
T
整
備
事
業

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
児
童
生
徒
１
人

１
台
と
、
教
職
員
用
に
配
備
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
活
動
を
通
し
て
情※

報
リ
テ
ラ

シ
ー
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
子

ど
も
た
ち
に
対
応
し
た
「
公
正
に
個
別
最

適
化
さ
れ
た
学
び
」
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
I
C
T
機
器
を
活
用
し
た
授
業
づ

く
り
な
ど
の
支
援
の
た
め
、
I
C
T
支

援
員
を
配
置
し
ま
す
。

※
I
C
T
…
情
報
通
信
技
術

※
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
…
情
報
活
用
能
力

●
八
幡
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
外

　
工
事

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
学
校
生

活
の
た
め
、
老
朽
化
し
て
い
る
八
幡
小
学

校
の
屋
内
運
動
場
を
解
体
し
、
新
設
し
ま

す
。
令
和
６
年
度
の
完
成
予
定
で
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
く
、
本
年

度
の
主
な
事
業
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�

教
育
お
よ
び
子
ど
も一人一人
へ

の
き
め
細
か
な
支
援
の
充
実

●
不
登
校
対
策
事
業

　

不
登
校
気
味
の
児
童
生
徒
が
在
籍

し
て
い
る
学
校
に
対
し
て
サ
ポ
ー
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
配
置
し
、
授
業
を
は
じ

め
と
し
た
学
校
生
活
に
お
け
る
個
別
指

導
や
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
不
登
校
の
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切

な
指
導
や
学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育
充
実
事
業

　

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
や
、
特
別
支

援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
に
対
し

て
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
配
置
し
、

【
基
本
理
念
】

担
当
教
諭
と
協
議
し
な
が
ら
個
々
の
状

況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

●�

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

配
置
事
業

　

精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
有

す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
し
、
児
童
生
徒
に
対
す
る
心
の
ケ

ア
を
は
じ
め
、
学
校
・
家
庭
・
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
、
児
童
生
徒
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
総
合

的
に
取
り
組
み
、
解
決
を
図
り
ま
す
。

●
新
入
学
児
童
支
援
事
業

　

令
和
６
年
度
に
小
学
校
入
学
予
定
の

児
童
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
呈
し
ま
す
。
来

年
度
の
入
学
児
童
用
は
、
こ
と
し
10
月
か

ら
11
月
ご
ろ
に
保
護
者
に
希
望
調
査
を

行
い
、
令
和
６
年
度
の
入
学
式
の
贈
呈
に

向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

●
外
国
語
指
導
事
業

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
積
極

的
に
活
用
し
、
児
童
生
徒
の
英
語
に
対
す

る
興
味
関
心
を
高
め
な
が
ら
、
英
語
力
向

上
を
図
り
、異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

社
会
教
育
・
文
化
の
振
興

●
夢
の
「
と
び
ら
」
を
ひ
ら
く
事
業

　

市
立
図
書
館
・
図
書
室
を
つ
な
い
だ
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
全
蔵
書
か
ら
検
索
、

予
約
、
貸
し
出
し
、
返
却
の
利
用
が
市
内

２
館
３
室
の
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。

　

移
動
図
書
館
車
は
、
自
治
公
民
館
や
幼

稚
園
・
保
育
園
・
学
校
な
ど
、
市
内
66
ヵ

所
を
巡
回
し
、
読
書
活
動
を
多
方
面
で
推

進
し
ま
す
。

●
青
少
年
健
全
育
成
事
業

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
む
」
の

理
念
の
下
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
や
学

校
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
し

屋内運動場イメージ図

移動図書館車「おれんじ号」
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て
「
早
ね
、
あ
い
さ
つ
、
朝
ご
は
ん
」
運

動
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
下
校
時
の
巡

回
活
動
、
青
少
年
健
全
育
成
大
会
な
ど
を

実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
や
地
域

で
子
ど
も
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

●
生
涯
教
育
推
進
事
業

　

市
民
が
心
の
豊
か
さ
や
生
き
が
い
を

感
じ
、
充
実
し
た
人
生
を
送
れ
る
よ
う

「
生
涯
大
学
」「
生
涯
学
習
講
座
」「
自
主

講
座
」
を
開
設
し
ま
す
。
身
近
で
気
軽
に

学
べ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
市
民

の
学
習
意
識
を
高
め
、
社
会
参
画
や
社
会

貢
献
活
動
に
つ
な
げ
る
た
め
の
実
践
的

な
学
び
を
支
援
し
ま
す
。

●
山
鹿
創
生
塾

　

山
鹿
の
次
世
代
を
担
う
中
学
生
や
高

校
生
に
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

地
域
を
元
気
に
す
る
人
材
を
育
成
し
ま

す
。
参
加
者
で
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
作

品
作
り
に
取
り
組
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
博
物
館
展
示
事
業

　

歴
史
資
料
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
・
研

究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
生
か
し
た
企
画

展
示
を
実
施
し
ま
す
。
令
和
5
年
度
は
昭

和
の
暮
ら
し
展
、
地
域
の
文
化
財
や
肥
後

琵
琶
に
関
す
る
展
示
、
山
鹿
の
石
橋
パ
ネ

ル
展
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
施
設
整
備
に
つ
い

て
の
検
討
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

●
文
化
財
保
存
・
活
用
事
業

　

市
内
各
地
の
古
墳
や
遺
跡
、
八
千
代
座

な
ど
の
文
化
財
の
保
存
に
取
り
組
み
ま

す
。
神
楽
や
雨
乞
い
踊
り
な
ど
、
市
民
が

伝
え
残
し
て
い
る
伝
統
芸
能
を
発
表
す

る
機
会
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
自
治

体
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
山
鹿
市

国
営
鞠き

く

智ち

城じ
ょ
う

歴
史
公
園
設
置
促
進
期
成

会
や
、
菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
協
議
会
に

よ
る
活
動
な
ど
を
通
じ
て
文
化
財
の
活

用
を
推
進
し
ま
す
。

●�

子
ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
と
誇
り
を

育
む
事
業

　

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
と
し
て
、
古
代
史
巡
回
バ
ス
や
「
立

志
の
道
」
を
実
施
し
、
さ
ら
に
市
内
の
小

学
１
年
生
を
対
象
に
「
山
鹿
か
る
た
」
を

学
校
で
配
布
し
ま
す
。
古
代
史
巡
回
バ
ス

で
は
、
市
内
の
小
中
学
生
が
郷
土
の
歴
史

や
文
化
遺
産
に
つ
い
て
現
地
を
訪
問
し
、

案
内
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
く
こ
と
で
、
ふ

る
さ
と
山
鹿
の
魅
力
を
発
見
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

●
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

●
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
事
業

　

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
体
系
的
・
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
新
た
に
策
定
し

た
「
山
鹿
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
に
基

づ
き
、
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
そ
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
す
る
」・「
み
る
」・「
さ
さ
え
る
」
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
、
全
て
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
や
感
動
を
分
か
ち
合
い
、
支
え

合
い
な
が
ら
、
健
康
で
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
、
山
鹿
市
民
球
場
の
改

修
工
事
が
完
了
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。

昨年度の生涯学習講座の様子

山鹿創生塾でのワークショップ山鹿市立博物館企画展

八千代座

昨年度の古代史巡回バスの様子
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　髙木茂
しげる

前院長の後任として、病院の運営に携わらせていただきます。
　近年の社会情勢は大きく動き、特に３年を越える新型コロナウイルス感染症の
流行は日本医療に多大な影響を及ぼしました。近頃は規制緩和や人流の回復など、
少しずつ前進する機運が高まり、久々に明るい春が感じられます。ことしは医師
の働き方改革の取り組みや全国的な学術研究会などが予定されています。人的資
源の確保など喫緊の課題も多くありますが、地域病院の役割である住民の皆さん
の健康管理など、信頼される病院づくりに尽力していきます。どうぞよろしくお
願いします。

　４月より人吉医療センターから外科医師とし
て赴任しました。平成 13年に熊本大学外科に
入局し、消化器外科を専門にさまざまな消化器
疾患の治療に携わってきました。主に胃癌・大
腸癌などの悪性疾患や、胆

たんのう

嚢摘出などの良性疾
患の手術などを経験しました。今までの経験を
生かして皆さんのお役に立てるよう山鹿の地域
医療に貢献していきます。

　済生会熊本病院で４年間外科の診療に従事し
ました。ヘルニア手術が専門で、患者さんのヘ
ルニアの状態や持病・内服薬などから総合的に
判断し、最適と思われる術式をお勧めしていま
す。また、少ない局所麻酔での鼠

そ

径
けい

部
ぶ

ヘルニア
手術にも対応できますのでヘルニアに悩む人は
気軽に相談ください。

院長院長
石石
い しい し

河河
ここ

　　隆隆
た かた か

敏敏
と しと し

　熊本中央病院で初期臨床研修を行った後、熊
本大学消化器内科へ入局しました。熊本大学病
院で１年間勤務し、昨年までの３年間は熊本地
域医療センターで勤務していました。熊本市外
で働くのは初めてで、まだまだ未熟で至らない
点もあるかと思いますが、山鹿の地域医療に貢
献できるようにがんばりたいと思いますので、
よろしくお願いします。

山鹿市民医療センターからのお知らせ山鹿市民医療センターからのお知らせ
市民の皆さんにさまざまな医療に関する情報をお届けします。
今回は、4月に赴任した医師の皆さんを紹介します。 問山鹿市民医療センター　☎ (44)2185

外科外科
尾嵜　尾嵜　宣宣

の ぶの ぶ

之之
ゆ きゆ き

消化器科消化器科
竹野　竹野　洋洋

ひ ろひ ろ

司司
しし

整形外科整形外科
湯本　みずほ湯本　みずほ

　このたび整形外科医として赴任しました。医
師になって６年目で、整形外科一般と外傷をメ
インに診療してきました。天草市出身で、１５
年ほど陸上競技をしていました。女性としての
立場を活かしながら、市民の皆さんに寄り添う
診療を目指し、笑顔を忘れずに診療していきま
すのでよろしくお願いします。

外科外科
辛島　辛島　龍龍

りゅうりゅう

一一
い ちい ち
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やまが職業相談総合センター
　鹿本地域振興局（市役所北側）１階に「やまが職業相談総合センター」を開設し
ています。３つの機関が相談者の個人情報を保護しつつ連携することで、相談者の
状況に応じた就労を支援します。

高齢者無料職業紹介所
鹿本相談所　  ☎ (43)6542

開設日時
�午前10時〜午後５時（予約制。土・
日・祝日、年末年始は休み）

業務内容
�職業相談のほか、履
歴書作成支援・面接
対策・求人開拓など
を行います。

開設日時
月・水・金の午前 10時〜午後４
時（祝日、年末年始は休み）

業務内容
�おおむね60歳以上の人を対象に、
求人・求職受け付けと希望に応じ
た仕事を紹介します。

　上記の他、たまな若者サポートステーション（厚生労働省・熊本県委託事業）による就労相
談会（15〜 49歳対象）も鹿本地域振興局３階小会議室で実施中です。専門の相談員が対応
します。
開設日時：毎月第１･第３金曜日　午前10時〜午後４時（祝日を除く）
問たまな若者サポートステーション　☎0968(74)0007

たまな若者サポート
ステーションHP

就職でお悩みの人はご相談を！

問防災監理課　☎（43）1113

春春のの全国交通安全運動全国交通安全運動
５５月月1111日木〜日木〜2020 日土までの10 日間日土までの10 日間  ５月 20 日土は

 �「交通事故死ゼロを
目指す日」です

春の交通安全運動では、次の３つの項目を運動の重点として推進します春の交通安全運動では、次の３つの項目を運動の重点として推進します

子どもを始めとする歩行者の安全確保 横断歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上

　横断歩道は歩行者優先です。歩行者や他の車
両に対する「思いやり・ゆずり合い」の気持ち
を持って運転しましょう。
　飲酒運転やあおり運転（妨害運転）は極めて
悪質・危険な犯罪です。お酒を飲んだら絶対に
車を運転してはいけません。あおり運転もやめ
ましょう。

自転車のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

　自転車のヘルメット非着用時の
致死率は、着用時と比べ高くなり
ます。自転車を利用する際はヘル
メットを必ず着用し、交通ルール
を遵守するとともに安全運転を心
掛けましょう。

ジョブカフェ・鹿本ブランチ
☎ (44)7520

 

生
活
情
報

　幼児・児童をはじめ歩行中の事故が多発して
います。横断歩道では必ず止まり、左右をよく
見て車が来ていないことを確かめてから渡りま
しょう。
　地域や家庭で、日頃
から通学路や生活道路
などの安全を確かめま
しょう。

開設日時　
�午前９時半〜午後５時（土・日・
祝日、年末年始は休み）

業務内容
�求人情報の閲覧・印
刷ができるほか、相
談員が職業相談や紹
介を行います。 ハローワーク

菊池ＬＩＮＥ
ジョブカフェ・
ブランチＨＰ

山鹿市地域職業相談室
☎ (43)1724

問企業誘致課　☎(41)5643
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●後期高齢者健診
※集団・個別健診ともに予約が必要です。

後期高齢者健診と歯科口
こ う く う

腔健診の
受診券を郵送します

受診券の色 対象者 健診の種別

ピンク色 後期高齢者医療保険加入の人
（障がい認定の65歳以上の人を含む） 後期高齢者健診

オレンジ色 国民健康保険加入者で６月～令和６年３月末までに
75歳を迎える人

健診当日の保険種別により国保特定健診か
後期高齢者健診のどちらか

緑色 後期高齢者医療保険加入の人
(障がい認定の65歳以上の人を含む ) 歯科口腔健診

●健診受診券の色の違い

●歯科口腔健診
自己負担額　400円
実施時期　　６月～令和６年３月末まで
◦�ご希望の歯科医院（指定医療機関）に予約が必要で
す。詳しくは受診券と同封の書類をご覧ください。
◦�健診期間中（６月～令和６年３月末）に 75歳を
迎える人には、受診券は郵送しません。誕生月の
前月に開催する 75歳年齢到達者説明会のときに
配布します。

注意事項
◦�後期高齢者健診は、集団健診か個別健診のどち
らかを選んで受診してください。誤って両方受
診した場合、また同じ健診を重複して受診した
場合は、いずれかの健診が全額自己負担（８千
円程度）になります。
◦�健診日時点で後期高齢者医療保険の資格が無い
人は受けられません。健診を受けた後に資格が
無いことが判明した場合は、健診費用（８千円
程度）を返還していただきます。

問国保年金課  後期医療年金係　☎(43)1576

　年に１度は健診を受けて、体の状態を確認しましょう。

　後期高齢者医療保険制度加入者を対象に、後期高齢者
健診と歯科口腔健診を行います。対象者には５月下旬に
受診券を郵送しますので、検査項目や受診できる医療機
関など詳しいことは同封の書類をご覧ください。

　健診結果から、日常生活指導が必要と判断された人は、
山鹿市（または、山鹿市から委託された事業所）の保健師・
栄養士などがご自宅を訪問することがあります。

集団健診 個別健診

自己負担額 800円

実施期間 ６月〜８月中旬 ６月〜
令和６年３月末

予 約 先

健康増進課
☎ (43)0050

※�がん検診を申し
込んでいる人は
予約不要です

ご希望の医療機関
（指定医療機関）

詳しくは受診券と同封の書類
をご覧ください。

　歯科口腔健診は、歯や歯ぐきの状態だけ
を診るのではなく、口の衛生状態や、かんだ
り、飲み込んだり、話したりするための口腔
機能もチェックします。口腔機能が衰えると、
全身の健康・栄養状態に影響を及ぼすことが
分かっています。
　健診を受けることで病気や問題を早期発見
でき、早期治療につなげることができます。
体の健康を守るため、定期的に健診を受けま
しょう。

 

生
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５月の休日在宅当番医および当番薬局５月の休日在宅当番医および当番薬局

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

３日㈷ 東内科小児科医院 / 井上産婦人科医院 まつ薬局
４日㈷ さがわ医院 / 佐藤泌尿器科クリニック まつ薬局 / 海浜総合薬局山鹿店
５日㈷ 山鹿中央病院 / たなか眼科医院 まつ薬局
７日㈰ 大坪内科呼吸器科医院 / 後藤整形外科医院 城北中央薬局

14 日㈰ 坂本医院 / 前原耳鼻咽喉科医院 江上薬局グリーン・ファーマシイ
21 日㈰ 三森循環器科呼吸器科病院 山鹿いちご薬局
28 日㈰ うちだ内科医院 / 大坂整形外科医院 えいせい堂薬局 / ハニー薬局

高齢者用肺炎球菌ワクチン定期予防接種のお知らせ高齢者用肺炎球菌ワクチン定期予防接種のお知らせ
　成人が日常でかかる肺炎で一番多いのは、肺炎球菌による肺炎です。肺炎で亡くなる人のほとんどが 65歳以
上のため、高齢者は肺炎球菌による肺炎を予防することが重要です。
　高齢者用肺炎球菌予防接種費用の助成は、平成 26年度から 30年度までの５年間の経過措置として実施され
ましたが、接種率が低いためさらに５年間（令和６年３月31日㈰まで）延長されています。
　予防接種によって肺炎球菌による肺炎の重症化と死亡リスクを軽減できますので、この機会に予
防接種を受けることをお勧めします。
　本年度の対象者には４月上旬に通知を郵送していますので、通知内容をご確認ください。
　※過去に高齢者用肺炎球菌の予防接種を受けている人は対象外です。

　対象者には、個別に通知を郵送します。
　また、各種乳幼児健診およびすくすく学級の会場や時間が変更となる場合は、電話でお知らせします。

　毎週金曜日の午前９時半～１１時に受け付けています。
＜持参品＞
　・医療機関が発行する妊娠証明書
　・運転免許証など本人確認ができるもの
　・妊婦本人名義の通帳または通帳のコピー
　　（出産、子育て応援ギフト事業に必要です）

母子健康手帳交付

各種母子保健事業のご案内各種母子保健事業のご案内

お子さんの定期予防接種を受けましょうお子さんの定期予防接種を受けましょう
　お子さんの予防接種には、種類ごとに決められた対象年齢と接種間隔があります。母子健康手帳の
接種歴を確認し、決められた接種間隔を守り、お子さんの体調が良い時に接種しましょう。
　予防接種の種類や方法など、詳しくは市ホームページをご覧いただくか、健康増進課に問い合わせ
ください。

このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050

〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜
このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050

〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜

　予約制となりますので、事前に右記
二次元コードまたは、健康増進課に電話
（☎ (43)0050）で予約してください。
　　　　　　　　　予約はこちらから▶︎

　お子さんの発達、子育ての仕方など、心配なことは
健康増進課にご相談ください。

▲山鹿市

▲山鹿市
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◦体育館　
　３日㊗〜５日㊗　９：00〜
　　高校生オムロンカップハンドボール大会
　６日㊏・７日㊐　９：00〜
　　熊本カップ西日本地区少年男子ハンドボール大会
　21日㊐　９：00〜
　　山鹿温泉祭卓球大会
　27日㊏・28日㊐　９：00〜
　　熊本県高校総合体育大会 バドミントン競技

◦市民球場
　３日㊗〜５日㊗　９：00〜
　　第 23 回日本少年野球熊本大会
　９日㊋・10日㊌　９：00〜
　　スーパー古希野球九州大会
　15日㊊　９：00〜
　　第 68 回熊本県高校軟式野球大会
　20日㊏・21日㊐　９：00〜　
　　全国官公庁軟式野球大会熊本県予選

　
　28日㊐　９：00〜　
　　ワールドペガサス軟式野球大会
　31日㊌　９：00〜　
　　第 2 回古希野球九州大会

◦多目的グラウンド
　３日㊗〜７日㊐　９：00〜　
　　近県高校サッカーフェスティバル
　３日㊗〜６日㊏　８：00〜　
　　第 23 回日本少年野球熊本大会
　９日㊋・10日㊌　９：00〜
　　スーパー古希野球九州大会
　13日㊏・14日㊐　９：00〜
　　西日本小学生ソフトボール大会熊本県予選会
　21日㊐　９：00〜
　　九州女子サッカーリーグ
　21日㊐・27日㊏・28日㊐　９：00〜
　　熊本県高校総合体育大会 サッカー競技
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カルチャースポーツセンター　イベント情報（５月）
問カルチャースポーツセンター　☎(43)0090　
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運
転

す
る
人
の
運
転
免
許
証
の
写
し
、

個
人
番
号
（
通
知
）
カ
ー
ド
の
写

し
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【�

昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
あ

る
人
・
初
め
て
申
請
す
る
人
】

・
窓
口
で
申
請
す
る
場
合

　

�　

各
種
障
害
者
手
帳
、
自
動
車
検

査
証
、
納
税
通
知
書
、
申
請
す
る

車
両
を
日
常
的
に
運
転
す
る
人
の

運
転
免
許
証
、個
人
番
号
（
通
知
）

カ
ー
ド

・
郵
送
で
申
請
す
る
場
合

　

�　

各
種
障
害
者
手
帳
の
写
し
、
自

動
車
検
査
証
の
写
し
、
納
税
通
知

書
、
申
請
す
る
車
両
を
日
常
的
に

運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
の
写

し
、
個
人
番
号
（
通
知
）
カ
ー
ド

の
写
し
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
期
限
　
５
月
31
日
㈬

問
税
務
課
市
民
税
係　☎（

43
）１
１
２
０

 
お
知
ら
せ

 

お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

　相
談
は
事
前
に
電
話
で
予
約
を

　

対
面
に
よ
る
相
談
を
希
望
す
る
場

合
、
事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
予
約
を
す
る
こ
と
で
担
当
者

不
在
と
な
ら
ず
、確
実
に
相
談
で
き
、

さ
ら
に
待
ち
時
間
の
短
縮
に
よ
り
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
に
も
な
り
ま
す
。

　

予
約
の
際
は
、
氏
名
、
住
所
、
相

談
内
容
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
よ

く
あ
る
税
の
質
問
に
対
す
る
一
般
的

な
回
答
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る

「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
（
よ
く
あ
る

税
の
質
問
）」
を
公
開
中
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問�

山
鹿
税
務
署　

☎（
44
）２
１
８
１

※�

自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
択

 
山
鹿
税
務
署
の
個
別
相
談
は

 
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す ▲�タックス

アンサー

▲�道路の不具合
はこちら

▲�下水マンホールの
不具合はこちら

 

パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新（
切
替
申
請
）

 

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
ま
す

▲パスポートオ
　ンライン申請

 

令
和
６
年
４
月
か
ら
相
続
登
記  
 

の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

▲法務省

 

道
路
や
下
水
マン
ホ
ー
ル
の
不
具

 

合
が
ス
マ
ホ
で
通
報
で
き
ま
す

 

特
殊
肥
料
「
椿つ

ば
き

油あ
ぶ
ら

粕か
す

」
は

 

適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

　　

特
殊
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い

る
椿
油
粕
は
、
農
薬
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
害
虫
の
駆
除
目

的
で
使
用
す
る
と
農
薬
取
締
法
違
反

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
椿
油
粕
に
は

魚
介
類
に
影
響
の
あ
る
成
分
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
肥
料
と
し
て
使
用

す
る
場
合
は
水
を
張
っ
た
水
田
や
、

用
排
水
路
や
池
な
ど
に
流
出
し
や
す

い
場
所
で
の
使
用
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

問
鹿
本
地
域
振
興
局

　
　
　
　
　

農
業
普
及
・
振
興
課

☎（
44
）２
１
１
８

　　

道
路
や
歩
道
の
枝
の
張
り
出
し
や

倒
木
に
よ
り
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど

に
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所

有
者
の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
木
の

伐
採
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

が
あ
り
ま
す
。
道
路
沿
い
に
樹
木
を

所
有
し
て
い
る
人
は
、
道
路
へ
の
樹

木
が
張
り
出
し
や
、
倒
木
、
落
枝
の

可
能
性
が
な
い
か
点
検
し
、
危
険
な

場
合
は
伐
採
す
る
な
ど
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
熊
本
県
道
路
保
全
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５

案　内　版案　内　版　　InformationInformation

　　

所
有
者
不
明
土
地
の
問
題
解
決
に

向
け
て
、
民
法
、
不
動
産
登
記
法
が

改
正
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
１
日
㈪

か
ら
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ

れ
ま
す
。

　

相
続
や
遺
贈
に
よ
り
不
動
産
（
土

地
や
建
物
）
を
取
得
し
た
相
続
人

は
、
そ
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３

年
以
内
に
相
続
登
記
を
申
請
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
法
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、法
務
局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局

　

☎（
44
）２
４
１
１

　　
道
路
の
穴
ぼ
こ
や
段
差
、
側
溝
蓋

の
破
損
、
蓋
が
外
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル

な
ど
道
路
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
不
具
合

を
見
つ
け
た
と
き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
簡
単
に
通
報
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

通
報
画
面
で
は
、
場
所
や
写
真
を

投
稿
す
る
こ
と
で
、
電
話
で
は
伝
え

づ
ら
か
っ
た
場
所
や
状
況
な
ど
に
つ

い
て
簡
単
に
通
報
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
（
道
路
に
関
す
る
こ
と
）

　
　
　
　
　
　

   

☎（
43
）１
５
８
４

問
下
水
道
課（
下
水
道
に
関
す
る
こ
と
）

　
　
　
　
　
　

   

☎（
43
）１
１
９
８

　　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新（
切
替
申
請
）

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
有
効
期
限
内
の
パ
ス
ポ
ー
ト

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
対
応
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
対
象

・�

有
効
期
間
が
１
年
未
満
の
切
り
替

え
申
請

・�

査
証
欄
の
余
白
が
少
な
く
な
っ
た

場
合
の
申
請

※
パ
ス
ポ
ー
ト
の
新
規
申
請
や
記
載

　

事
項
変
更
申
請
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

他
に
戸
籍
謄
本
の
提
出
、
増
補
制

度
の
廃
止
、
未
交
付
失
効
旅
券
が
あ

る
場
合
の
手
数
料
、
申
請
書
の
変
更

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
民
課
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問�

市
民
課　
　
　

☎（
43
）１
１
６
９

15　2023. ５　広報やまが



〈 

有
料
広
告 

〉

 

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化 

 

推
進
委
員
改
選
の
お
知
ら
せ

　　

山
鹿
市
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
任
期
は
３
年
間

で
、
そ
の
任
期
が
令
和
６
年
１
月
14

日
㈰
を
も
っ
て
満
了
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
た
な
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
公
募

を
８
月
に
実
施
予
定
で
す
。
詳
し
く

は
「
広
報
や
ま
が
７
月
号
」
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◦
農
業
委
員
会
の
主
な
業
務

・�

農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
売
買
、

賃
借
、
転
用
な
ど
の
許
可
業
務

・�

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に

向
け
た
利
用
状
況
調
査

・�

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化

・
新
規
参
入
の
促
進

◦
委
員
の
定
数
33
人

・
農
業
委
員
14
人

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
19
人

問
山
鹿
市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
43
）１
６
１
４

の
）
を
製
造
し
て
い
る
人
は
、
令
和

６
年
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
営
業
許
可

の
取
得
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
漬
物

の
製
造
は
、
条
例
許
可
か
ら
法
許
可

へ
切
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
管
轄
す
る
保
健
所
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
保
健
所　

☎（
44
）４
１
２
１

 

お
知
ら
せ
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飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
迷
子
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
保
護
さ

れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

次
の
と
こ
ろ
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

①
お
住
ま
い
の
管
轄
の
保
健
所

②�

行
方
不
明
に
な
っ
た
場
所
に
近
い

保
健
所

③
最
寄
り
の
警
察
署

　

ま
た
「
熊
本
県
動
物
愛
護
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
で
は
、
保
護
さ
れ
た
犬
や

猫
の
情
報
を
検
索
で
き
る
他
、
飼
い

主
が
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
保
健
所　

☎（
44
）４
１
２
１

 
人
権
啓
発
無
料
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
座 

 
開
講
の
お
知
ら
せ

　　

熊
本
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
研
修
動
画

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
見
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
座
を
開
講
中
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
端
末
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

が
あ
れ
ば
、
令
和
６
年
３
月
31
日
㈰

ま
で
ど
な
た
で
も
無
料
で
受
講
で
き

ま
す
。
本
年
度
は
、
新
た
に
「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
編
）
約

18
分
間
」「
災
害
と
人
権
（
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
編
）
約
20
分
間
」
が
加
わ
っ

て
い
ま
す
で
、ぜ
ひ
受
講
く
だ
さ
い
。

◦
内
容　
一
コ
マ
30
分
の
人
権
講
話

（
受
講
テ
ー
マ
は
自
由
に
選
べ
ま
す
）

※
受
講
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

　

取
り
、
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
９
９

 

山
鹿
市
難
病
友
の
会

 「
き
ず
な
の
会
」
サ
ロ
ン
の
開
催

　　

難
病
患
者
・
家
族
、
支
援
者
が
気

軽
に
話
が
で
き
る
サ
ロ
ン
で
す
。
参

加
費
無
料
で
予
約
不
要
で
す
。
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時　
６
月
７
日
㈬　

午
後
１
時

半
～
（
30
分
～
１
時
間
予
定
）

◦�

場
所　
鹿
本
地
域
振
興
局
３
階
小

会
議
室

問�

き
ず
な
の
会
事
務
局（
山
鹿
保
健
所
）

　
　
　
　
　

☎（
44
）４
１
２
１

▲�人権啓発
WEB講座

 

水
産
製
品
、
液
卵
、
漬
物
を
製 

 

造
し
て
い
る
人
に
お
知
ら
せ

　
　
食
品
衛
生
法
の
改
正
に
伴
い
、
令

和
３
年
６
月
１
日
時
点
で
水
産
製
品

（
し
ら
す
干
し
、
魚
の
干
物
な
ど
）

や
液
卵
（
鶏
卵
か
ら
殻
を
除
い
た
も

▲�営業許可業
種見直し

 

ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き 

 

は
届
け
出
ま
し
ょ
う

▲�熊本県動物愛護
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〈 

有
料
広
告 

〉

◦�

願
書
の
受
け
付
け
期
間　
　
　
　

５
月
８
日
㈪
～
６
月
２
日
㈮

◦�

提
出
先　
（
公
社
）
調
理
技
術
技

能
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
中
央
区
日

本
橋
堀
留
町
２

−

８

−

５
Ｊ
Ａ
Ｃ

Ｃ
ビ
ル
５
階
）

問（
公
社
）調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

☎
０
３（
３
６
６
７
）１
８
１
５

　　

本
講
座
は
、
視
覚
障
が
い
者
に
対

す
る
書
籍
な
ど
の
点
訳
、
音
訳
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要

な
知
識
、技
術
を
修
得
す
る
も
の
で
、

毎
週
木
曜
日
に
点
字
図
書
館
で
開
催

し
ま
す
。

　

視
覚
障
が
い
者
概
論
、
点
訳
・
音

訳
の
基
礎
か
ら
応
用
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
電
子
デ
ー
タ
作
成
方
法
な
ど

を
学
び
ま
す
。

◦�

対
象　
視
覚
障
が
い
者
福
祉
に
理

解
と
熱
意
が
あ
る
人

◦
定
員　
い
ず
れ
も
15
人

◦�

費
用　
無
料
（
た
だ
し
、
講
習
会

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実
費
）

◦�

開
校
式　
６
月
５
日
㈪　

午
後
１

時
半

◦�

講
習
期
間　
６
月
15
日
㈭
～
12
月

14
日
㈭
の
毎
週
木
曜　

午
後
１
時

～
４
時
（
全
24
回
）

◦�

申
込
期
限　
５
月
26
日
㈮
ま
で
に

熊
本
県
点
字
図
書
館
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
点
字
図
書
館（
水
曜
休
館
）

☎
０
９
６（
３
８
３
）６
３
３
３

 

募　
集

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
ご
家
族

の
皆
さ
ま
へ　
～
補
償
金
の
支

給
制
度
に
つ
い
て
～

　　

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
ご
家
族
を
対

象
と
し
た
厚
生
労
働
省
へ
の
補
償
金

請
求
が
令
和
６
年
11
月
21
日
㈭
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
で
は
「
熊
本
県
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
り

ん
ど
う
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
請

求
手
続
き
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
請
求
書
類
の
収
集
に
は
時
間
を

要
す
る
た
め
、
お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

（
月
曜
日
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～

午
後
４
時
）

問
り
ん
ど
う
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
６
５
）７
６
０
６

 「
点
訳
・
朗
読
（
音
訳
）
奉
仕

 

員
養
成
講
座
」
受
講
生
募
集

 

令
和
５
年
度

 

熊
本
県
調
理
師
試
験

　
◦
試
験
期
日　
10
月
28
日
㈯

◦
試
験
会
場　

　

熊
本
大
学
全
学
教
育
棟

◦�

受
験
資
格　
中
学
校
卒
業
以
上
の

学
歴
を
持
ち
、
飲
食
店
や
給
食
施

設
な
ど
で
２
年
以
上
調
理
業
務
に

従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人

◦�

願
書
配
布　
５
月
８
日
㈪
か
ら
県

保
健
所
、
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

な
ど
で
配
付

▲�調理技術技
能センター

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬
危
害

防
止
に
つ
い
て

▲�熊本県

 

農
薬
の
空
容
器
や
不
要
な
農
薬 

 

は
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　　

農
産
物
を
生
産
し
、
販
売
す
る
人

が
使
用
し
た
農
薬
空
容
器
や
不
要
な

農
薬
は
、
産
業
廃
棄
物
で
あ
り
野
焼

き
や
不
法
投
棄
が
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
が
悪
質
な
不
法
投
棄
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
農
薬
空
容
器
な
ど

の
産
業
廃
棄
物
の
処
分
は
排
出
事
業

者
が
適
正
に
処
理
す
る
か
、
専
門
業

者
に
処
理
を
委
託
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、Ｊ
Ａ
で
は
回
収
日
を
設
け
、

専
門
業
者
に
処
分
を
委
託
し
て
い
る

の
で
活
用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
薬
の
購
入
店
ま
た

は
熊
本
県
農
業
技
術
課
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

 

お
知
ら
せ

　　

ミ
ツ
バ
チ
は
、
果
樹
類
や
イ
チ
ゴ
、

メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
な
ど
の
園
芸
作
物
の

花
粉
交
配
に
不
可
欠
で
、
農
業
生
産

に
おい
て
重
要
な
役
割
を
担ってい
ま
す
。

　

カ
ン
キ
ツ
類
が
開
花
す
る
季
節
は
、

ミ
ツ
バ
チ
が
蜜
や
花
粉
を
求
め
て
訪

花
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
農
薬
を

散
布
す
る
と
き
は
、
次
の
３
点
に
留

意
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
危
害
を
与
え
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①�

ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
す
る
農
薬
か
ラ
ベ

ル
で
確
認
し
、
使
用
上
の
注
意
事

項
に
従
い
適
正
に
使
用
す
る
。

②�

事
前
に
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の

位
置
や
防
除
計
画
な
ど
の
情
報
を

交
換
す
る
。

③�

防
除
す
る
と
き
は
、
ほ
場
周
辺
を

十
分
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱

に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
。

問
熊
本
県
農
業
技
術
課　

　
　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

　

熊
本
県
畜
産
課

　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
０
１

　

�

鹿
本
地
域
振
興
局

　
　
　
　
　
　

農
業
普
及
・
振
興
課

☎（
44
）２
１
１
８

17　2023. ５　広報やまが



 

お
知
ら
せ

〈 

有
料
広
告 

〉

お墓の幸石
〒861ｰ05350968-44-5248

墓石・記念碑・各種石材加工販売

TEL

こ う     せ き

0968-

墓   

石

山鹿市南島865ｰ1

●

至菊池

至菊水 IC

3
16

山
鹿
市
役
所

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

●山
鹿
大
橋

●

ヒ
ラ
イ
さ
ん

熊
本
中
央

自
動
車
整
備
工
場
さ
ん

●● ●

古
賀
ク
レ
ー
ン
さ
ん

ク
ボ
タ
さ
ん

●

お墓の幸石

●

至熊本

夢大地

ご 案 内 図

菊
池
川

広報やまが　2023. ５　18

 

相　
談

 

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

行
政
相
談
と
は
、
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
、

住
民
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

相
談
を
受
け
て
関
係
機
関
に
連
絡
す

る
な
ど
解
決
の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

　

国
・
県
・
市
へ
の
ご
意
見
・
ご
要

望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

 

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

 

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　　

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
で
す
。
受
講
料
は
無
料
で

す
が
、テ
キ
ス
ト
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

◦�

内
容　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
他
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
い
就
職
に
生

か
せ
る
能
力
を
学
び
ま
す
。

◦
訓
練
科
名　
オ
フィ
ス
マ
ス
タ
ー
科

◦
訓
練
場
所　

有
限
会
社
P
C
ク

　

リ
エ
イ
ト
（
玉
名
市
築
地
２
１
６
）

◦
募
集
期
限　
５
月
31
日
㈬

◦
訓
練
期
間　

　
７
月
４
日
㈫
〜
9
月
29
日
㈮

◦
テ
キ
ス
ト
代　
９
１
８
５
円
程
度

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

 

装
飾
古
墳
館 

赤
米
体
験
教
室  

 

参
加
者
募
集

【
第
１
回
】

　
「
田
植
え
」＋
石
包
丁
づ
く
り

◦�

日
時　
６
月
３
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
１
時

◦�

材
料
費　
５
０
０
円

【
第
２
回
】

　
「
稲
刈
り
」＋
竹
ご
は
ん
づ
く
り

◦�

日
時　
10
月
14
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
１
時

◦�

材
料
費　
５
０
０
円

【
第
3
回
】

　
「
餅
つ
き
」

◦�

日
時　
12
月
９
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
１
時

◦�

材
料
費　
５
０
０
円

◦
定
員　
25
人
（
５
家
族
程
度
）

◦
申
し
込
み　
５
月
６
日
㈯
～

　
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
装
飾
古
墳
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
立
装
飾
古
墳
館
（�

月
曜
休
館
）

☎︵
36
）２
１
５
１

▲�熊本県立
　装飾古墳館

 
国
指
定
史
跡
「
隈
部
氏
館
跡
」 

 
見
学
会
参
加
者
募
集

　
　

　

今
か
ら
約
４
３
０
年
前
に
肥
後
国

主
佐
々
成な

り

政ま
さ

の
支
配
に
反
旗
を
翻
し

た
隈
部
親ち

か

永な
が

（
国
衆
一
揆
の
中
心
人

物
）
の
本
拠
地
だ
っ
た
居
館
跡
の
見

学
会
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。

◦�

日
時　
５
月
21
日
㈰
午
前
８
時
半

〜
正
午

◦�

集
合
場
所　
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー

玄
関
前

◦�

見
学
地　
隈
部
氏
館
跡
（
菊
鹿
町

上
永
野
）

◦�

定
員　
30
人

◦�

ガ
イ
ド　
肥
後
考
古
学
会　

鶴
嶋

俊と
し
ひ
こ彦
副
会
長

◦�

参
加
費　
一
人
２
０
０
円
（
資
料

代
・
保
険
代
）

◦�

準
備
物　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
る

服
装
で
タ
オ
ル
、
水
筒
を
持
参

◦�

注
意
事
項　
雨
天
中
止
（
少
雨
の

場
合
は
決
行
）
な
お
、
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
次
第
で
は
中
止
し
ま
す

◦
申
込
期
限　
５
月
14
日
㈰

◦
申
し
込
み
先　
山
鹿
市
立
博
物
館

※
主
催　
山
鹿
市
立
博
物
館
友
の
会

　
　
　
　

山
鹿
文
化
財
を
守
る
会

問�

山
鹿
市
立
博
物
館☎（

43
）１
１
４
５

赤
米
オ
ー
ナ
ー
制
度

バ
ケ
ツ
で
育
て
る
古
代
米
！

　
自
分
自
身
が
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て

古
代
米「
赤
米
」を
育
て
て
み
よ
う
！

　

バ
ケ
ツ
で
稲
を
育
て
る
「
バ
ケ
ツ

稲
」
方
式
の
赤
米
体
験
教
室
で
、
年

間
を
通
じ
て
参
加
で
き
る
人
が
対
象

で
す
。

 

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

人
権
擁
護
委
員
が
い
じ
め
、
差
別

な
ど
の
人
権
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
秘
密
厳
守
、
相
談
は
無
料
で
申

し
込
み
不
要
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず

相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
６
月
１
日
㈭　

午
前
10
時

～
午
後
３
時

◦�

場
所　
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー
、
菊

鹿
市
民
セ
ン
タ
ー
、
山
鹿
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー

※
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
の
み
、
６
月

　

２
日
㈮　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
相
談
場
所
は
自
由
に
選
べ
ま
す
。

問
熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局

　

☎（
44
）２
４
１
１



 

お
知
ら
せ

〈 

有
料
広
告 

〉
屋内清掃・剪定・草取りなど、センターが承ります！
★ シルバー派遣事業についてもご相談ください ★

　　　　　　 ※詳しくはホームページを　https://www.sjc.ne.jp/yamaga/

センターにて新入会員説明会を開催します。
毎月、第２・４水曜日

【お問い合わせ先】
　  （公社）山鹿市シルバー人材センター
　〒861ｰ0501　山鹿市山鹿402-8
　☎0968ｰ44ｰ1850

シルバー会員募集中！

困ったときには、シルバー人材センターにお任せください

待ってます！
入会

せん てい

 

令
和
５
年
度
装
飾
古
墳
館
・

 

鞠
智
城
・
菊
文
研
講
座

　
文
化
財
専
門
職
員
に
よ
る
最
新
の

文
化
財
に
関
す
る
研
究
調
査
の
成
果

な
ど
を
紹
介
す
る
歴
史
講
座
で
す
。

第
２
回
講
座

◦�

日
時　
５
月
21
日
㈰

　

午
後
１
時
半
〜
３
時

◦�

演
題
　「
古
墳
と
ヤ
マ
ト
王
権
Ⅱ

―
宇
土
半
島
の
古
墳
―
」

◦�

講
師　
宇
土
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　

藤
本
貴た

か
ひ
と仁

さ
ん

◦�

場
所
　
装
飾
古
墳
館
集
団
学
習
室

◦�

定
員　
先
着
80
人
（
事
前
申
し
込

　
　
　

み
必
要
）

◦
参
加
費　
無
料

問�
県
立
装
飾
古
墳
館
（�

月
曜
休
館
）

☎（
36
）２
１
５
１

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
特
別
イ
ベ
ン
ト

み
ん
な
お
い
で
よ
！　
鞠
智
城

　

歴
史
公
園
鞠
智
城
で
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　

ス
ケ
ッ
チ
大
会
や
弓
矢
体
験
、
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
に
八
角
形
鼓
楼
な
ど
の

復
元
建
物
の
内
部
公
開
も
あ
り
、
家

族
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

ろ
う
君
も
参
加
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
来

鞠き
く

智ち

城じ
ょ
うイ

ベ
ン
ト

さ
く
ら
湯
５
月
休
館
日

さ
く
ら
湯
５
月
休
館
日

５
月
５
月
1717
日
㈬
日
㈬

（
第
３
水
曜
日
）

（
第
３
水
曜
日
）

 

催　
し

 

さ
く
ら
湯
イ
ベ
ン
ト 

い
け
ば
な
小
原
流
み
ん
な
の
花
展　

「
薫
風
に
乗
っ
て
」

◦�

開
催
日　
５
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

◦�

展
示
時
間　
午
前
９
時
半
〜
午
後

５
時
（
7
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
展
示
場
所　
さ
く
ら
湯
池
の
間

菖し
ょ
う

蒲ぶ

湯ゆ

◦�

日
時　
５
月
５
日
㈷

　
５
月
５
日
の
端
午
の
節
句
に
入
浴

す
る
菖
蒲
湯
は
、
古
く
か
ら
邪
気
を

払
い
、
疫
病
を
除
く
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

※�

使
用
す
る
菖
蒲
は
、
あ
ら
か
じ
め

熱
湯
で
殺
菌
し
、
衛
生
面
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
さ
く
ら
湯
に
入

ろ
う
！

◦�

日
時　
５
月
14
日
㈰

　

お
母
さ
ん
に
日
頃
の
感
謝
を
込
め

て
一
緒
に
お
風
呂
に
入
り
な
が
ら
親

孝
行
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
と
一
緒
に
入
浴
し
た
お
母

さ
ん
に
次
回
利
用
で
き
る
無
料
入
湯

券
を
進
呈
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
の

入
湯
料
は
必
要
で
す
。

◦�

対
象　
親
子
で
の
利
用
が
条
件
で

年
齢
や
子
の
性
別
は
不
問
で
す

※�

入
浴
時
間　
午
前
６
時
〜
翌
午
前

０
時	

（
午
後
11
時
半
受
付
終
了
）

問�

さ
く
ら
湯　
　

☎（
43
）３
３
２
６

▲鞠智城

19　2023. ５　広報やまが

案　内　版案　内　版　　InformationInformation

看
護
の
日
を
開
催
し
ま
す

　

無
料
で
血
圧
測
定
、
血
糖
測
定
、

体
脂
肪
測
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
５
月
23
日
㈫　

午
前
10
時

〜
正
午

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

玄
関
ホ
ー
ル

問�

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

   

☎︵
44
）２
１
８
５

城
く
だ
さ
い
。
最
新
情
報
は
、
鞠
智

城
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
５
月
６
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
荒
天
時
中
止
）

◦�

内
容　
鞠
智
城
建
物
内
部
公
開
、

弓
矢
体
験
、
こ
ろ
う
君
巡
回

◦�

参
加
方
法
な
ど　
参
加
は
無
料
で

事
前
申
し
込
み
も
不
要

※
鞠
智
城
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
と
鞠
智
城

　

ス
ケ
ッ
チ
大
会
は
29
日
㈷
〜
５
月

　

14
日
㈰
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

問�

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

（�

月
曜
休
館
）   

☎︵
48
）３
１
７
８

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦�

日
時　
５
月
26
日
㈮　

午
前
10
時

～
午
後
３
時

◦�

場
所　
山
鹿
市
役
所
３
階
３
０
１

会
議
室

◦�

相
談
員　

行
政
評
価
事
務
所
職

員
、
行
政
相
談
委
員

【
行
政
相
談
委
員
】（
敬
称
略
）

・
山
鹿
地
区　

島
田
裕ひ

ろ

子こ

・
鹿
北
地
区　

北
原
真ま

る

み
留
美

・
菊
鹿
地
区　

德
丸
章

あ
き
ら

・
鹿
本
地
区　

後
藤
忠た

だ
ひ
さ久

・
鹿
央
地
区　

木
下
幸ゆ

き

美み

問
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２

▲�熊本県立
　装飾古墳館
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♥ホームページ♥ ⇒ https://www.ishinofurukawa.co.jp
山鹿市方保田3514-1

建設業の許可  石工事  熊本県知事般ー2  第12675号 

お墓のメンテナンス  ご相談ください ！
・お墓を建てたい。
・お墓をお掃除したい。
・お墓をリフォームしたい。
・墓誌に記名していないので刻みたい。
・香炉や花立てだけを新しくしたい。

ご相談
ください！！

コロナ禍
が収まり
ますよう
に･･･！

あまびえの♥ゆとりんです♥

墓誌のご記名
など

お済みですか？

広報やまが　2023. ５　20

一人で抱え込んでいませんか？
福祉総合・生活自立・権利擁護　相談窓口のご案内 問福祉課　☎（43）１１６７

　相談は無料です。秘密は守られます。また、自分から助けを求めることができない場合もありますので、周りに困っ
ている人がいたら相談ください。
　●開設時間　午前８時半〜午後５時（平日のみ）　　　　●相談方法　来庁または電話、必要に応じて訪問

子育て・介護・引きこもり
など、生活や家族の悩みを
どこに相談しよう･･･

各専門機関と連携し、
悩みが少しでも軽くな
るようお手伝いします

▶

福祉総合相談窓口福祉総合相談窓口　　開設場所：福祉課９番窓口

　さまざまな福祉分野における自身や家族の悩み、
不安について、あらゆる関係機関との連携により、
課題の解決を目指し、お手伝いする窓口です。

権利擁護相談窓口権利擁護相談窓口

開設場所：�やまが成年後見センター
              （山鹿健康福祉センター内）
住　　所　山鹿市中578番地
　　　　　☎ (36)9211　FAX (36)9310

　認知症や障がいにより判断能力が不十分な人の
権利を守るための相談窓口です。権利擁護を必要
とする人、成年後見制度について知りたい人など
の相談を受け付けています。

生活自立相談窓口生活自立相談窓口　　 開設場所：福祉課９番窓口

　経済的な問題で生活に困っている人、長く失業
している人、引きこもりやニートで悩んでいる人、
働いた経験がなく不安な人など、生活の問題を抱
えている人はご相談ください。

支援内容の例
◦自立相談支援
　専門知識を持った相談員が、相談者と一緒にそ
れぞれの状況に応じた自立支援計画を立て、就職
や家計改善などを支援します。

◦住居確保給付金
　離職して住居を失った人に、一定期間家賃相当
額を支給します。生活の土台を整えてから、就職
に向けた支援を行います

◦家計相談支援
　家計に関する相談、家計管理に関する指導、状
況に応じた支援計画の作成、必要に応じた貸し付
けの紹介などを行います。



定 例 相 談 相談 無料は

相談の時間は下記のとおりです。
◦一般相談
　午前９時〜正午
※�予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。
◦司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10時〜正午
◦法律相談（事前予約が必要）
  ・午前 10時〜正午
※�司法書士相談、法律相談の利用は、
１人に付き年３回までです。

【山鹿健康福祉センター内社協本所
・山鹿支所】　☎ (43)1134
①一般相談　５月１日㈪
②司法書士相談（成年後見・多重債務・
　登記関係）５月 15日㈪　※要予約
③法律相談　５月 29日㈪　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎ (32)2696
◯一般相談　５月 11日㈭

【菊鹿健康福祉センター】☎ (48)5060
◯一般相談　５月 10日㈬

【鹿本ふれあいセンター】☎(46)2206
①一般相談　５月２日㈫
②法律相談　５月 23日㈫　※要予約

【鹿央地域福祉センター】
　　　　　　　　　　☎ (36)3811
①一般相談　５月 12日㈮
②司法書士相談（登記関係）
　　　　　　５月 19日㈮　※要予約

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134

◦日時　５月９日㈫ 
　　　　午後１時〜４時
◦場所　市役所２階企業誘致課
※予約をした人が優先となります
問企業誘致課　☎ (41)5643

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

【フルタイム】　（月額）
①栄養士・管理栄養士　17万５千円〜
②看護助手　14万 1600 円
③保育士　15万 5040 円〜
④受付事務　16万５千円〜
⑤調理員　14万 6400 円〜
⑥機械警備サービススタッフ
　20万６千円
⑦冷凍食品製造工　18万円
⑧大型貨物自動車運転手
　23万 9760 円〜
【パートタイム】　（時間額）
①歯科衛生士　1400 円〜
②茶・健康食品などの販売　860 円〜
③小規模多機能ホームの介護職員　
　860 円〜
④調理業務　900 円
⑤工場内軽作業　870 円〜
⑥家電量販店での配送業務管理　千円
⑦清掃員　860 円
⑧院内リネン管理業務　900 円
※�すでに採用済みの場合もあります。
　詳しくは、問い合わせください。
　午前９時半〜午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎ (43)1724

　相談月の前月から電話で予約を
受け付けています。６月の予約を
５月１日㈪から受け付けます。
【６月相談日】※要予約☎ (43)1576
７日㈬、14 日㈬、21 日㈬、28 日㈬
・時間　午前 10時〜午後３時
・場所　市役所会議室
年金事務所でも手続きができます。
電話予約☎ (0570)054890
老齢年金の相談・請求
はネット予約（右の二
次元コードを読み取っ
てください）もできます。

問国保年金課　☎ (43)1576

・日時　５月 18日㈭
　　　　午後１時半〜４時半
・場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

年金出張相談

障がい児・者相談

心配ごと相談

認知症に関する相談

仕事の相談はお気軽に

社会保険労務士労働相談

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

専門の相談員が支援します。
【市役所福祉課 障がい福祉係】
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時

【山鹿健康福祉センター】
◦日時　５月 10日㈬、17 日㈬、
　　　　24日㈬、31日㈬
　　　　午前９時～ 11時

【鹿北市民センター】
◦日時　５月 16日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【菊鹿市民センター】
◦日時　５月２日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【鹿本市民センター】
◦日時　５月 23日㈫
　　　　午後１時半～３時半

【鹿央市民センター】
◦日時　５月９日㈫
　　　　午後１時半～３時半
問福祉課障がい福祉係　☎(43)0052

秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。

至 福岡

至 熊本 

至 玉名 至 菊池 

至 南関

●警察署 

●山鹿バス
　センター 

　老人福祉
●センター 

●市役所 
●八千代座 
山鹿中央
病院
● 

●温泉プラザ 

国
道
３
号 

県道200号 

国道325号 

鹿本総合庁舎 
　●

国道443号 
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３ 問市民課　☎(43)1169

うぶごえうぶごえ

およろこびおよろこび

※３月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

山　鹿
　山　鹿

▲

重本真
ま

凪
な

虎
と

さん　松永　匠
しょう

平
へい

さん
　　　　　坂本　汐

せ

咲
ら

さん
　八　幡

▲

戸上　晴
はる

道
みち

さん　川口　琴
こと

羽
は

さん
　　　　　稗島くるみさん
　三　玉

▲

石川桐
とう

士
し

郎
ろう

さん
　大　道

▲

米島　　巫
みこ

さん

山　鹿
　山　鹿

▲

有尾　太一さん♥笠原　千愛さん
　　　　　上田　大将さん♥荒木　直子さん
　八　幡

▲

宮崎令二朗さん♥緒方　奈央さん　

三　玉

▲

工藤　洸希さん♥江藤　穂香さん
　大　道

▲

髙松　　駿さん♥岩下　美里さん
　　　　　富田　慎也さん♥津村　未愛さん

お く や みお く や み

鹿　本
　稲　田

▲

中嶋　晋一さん♥隈部美貴子さん

菊　鹿
　内　田

▲

富田　理
り

斗
と

さん　村上　絢
あや

音
ね

さん
　六　郷

▲

横田　侑
ゆう

里
り

さん
鹿　本
　来　民

▲

工藤　碧
あお

人
と

さん　星山　侑
ゆ

愛
ら

さん
　　　　　佐藤　　成

みのる

さん
鹿　央
　米野岳

▲

朝倉　心
ここ

乃
の

さん

山　鹿
　山　鹿

▲

原口フサヨさん(88)　野村音海子さん(85)
　　　　　坂上　和哉さん(67)　皆本　政晴さん(91)
　　　　　入江　精一さん(91)　中川　　博さん(80)
　　　　　宇野木末吉さん(94)　宮原　啓剛さん(69)
　　　　　築山　知幸さん(44)　本田　蓉子さん(96)
　　　　　松永　春敏さん(81)　髙木ハツ子さん(82)
　　　　　仲田　博德さん(82)　西本　幹夫さん(74)
　　　　　池松　隆一さん(62)　櫻井　重則さん(76)
　米　田

▲

星子　祐一さん (86)
　川　辺

▲

井上　智明さん (87)
　八　幡

▲

友枝　貴右さん(96)　坂井　清治さん(82)
　　　　　鹿子木友幸さん(88)　内村　好子さん(82)
　平小城

▲

平野キヨメさん(94)　大　　君子さん(93)
　　　　　永野　法子さん (89)　
　三　玉

▲

立山　正光さん(90)　近藤　律子さん(101)
　　　　　池田　和彦さん (80)
　大　道

▲

古家　暉代さん(83)　大薗　滿夫さん(70)
　　　　　瀬口　幸介さん(84)　福永ケイ子さん(93)
　　　　　若杉ヒサ子さん(96)　田口　　捷さん(80)
　　　　　野滿イツ子さん (92)　

鹿　北
　広　見

▲

藤本　義幸さん (76)
菊　鹿　　　
　内　田

▲

木場眞知子さん(87)　渕上チヨ子さん(93)
　　　　　立花　　巧さん (90)　
　六　郷

▲

丸山　清光さん(85)　小松フミエさん(93)
　　　　　田中　公德さん(76)　渡辺　英行さん(76)
　城　北

▲

徳丸　信敏さん(95)　井上　育誠さん(74)
鹿　本
　来　民

▲

角田ひろみさん(67)　森一まつ代さん(74)
　稲　田

▲

石井　房子さん(95)　長迫　政春さん(94)
　　　　　中嶋　敬吾さん(95)　吉海　　渉さん(92)
　　　　　芹川サツコさん (94)　
　中　富

▲

田中　澄子さん(93)　國友　昭久さん(92)
鹿　央
　千　田

▲

宮本レイコさん(95)　田中　義幸さん(91)
　米野岳

▲

朝倉　征典さん(83)　米加田ヨシ子さん(90)
　山　内

▲

荒木　健一さん(94)　森　　利光さん(73)



山鹿市内の子育て支援センター・子育て世代包括支援センター・保育園・
幼稚園・小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿市内の子育て支援センター・子育て世代包括支援センター・保育園・
幼稚園・小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

　ことし創立 149 年目を迎える本校では、地域や保護
者の皆さんのご支援を受け、児童も教職員も「本気で
とことんチャレンジ！」を合言葉に、日々の教育活動
に取り組んでいます。コロナ禍にあっても、豊かな体
験活動を通して考動する児童の育成を目指した、昨年
度の取り組みの一端を紹介します。
　７月に、地域の人から戦争体験を伺った 6年生は、
これからの社会の担い手として平和な社会を実現させ
るという思いをもち、その後の平和学習に臨みました。

秋には、文化庁事業参加体験
型オペラ本公演で、オペラ団
の皆さん 41 人と共にステー
ジに立つ経験を通して、音楽
の力の素晴らしさを体感しま
した。また、県立美術館収蔵
のマルク・シャガールと浜田
知
ち

明
めい

の本物の版画を鑑賞する
「スクールミュージアム」を

開催し、全校で芸術の秋を満喫しました。３月には、
地域の皆さんの手ほどきを受け、５年生が自分たちで
収穫したもち米を使って６年生の卒業を祝う赤飯作り

に挑戦し、６年生に感謝の気
持ちを伝えました。この他に
も、日輪寺での歴史学習や「こ
ども認知症サポーター養成講
座」、「やまが ART2022」へ
の黒板アート出品、老人会の
皆さんとの昔遊びやグラウン
ドゴルフ大会、ビブリオバト
ル、シチズン教育、おにぎり
マイスターデーの取り組み、育てた花鉢を地域の皆さ

んに届けるあったかハー
トの取り組みなどさまざ
まな体験活動を通して、
創意工夫する楽しさや人
とつながる喜びを感じて
きた八幡っ子です。
　これからも、地域の皆
さんとの関わりを一層深

め、ふるさとを愛し、夢の実現に向け考動する八幡っ
子を目指していきます。

八幡小学校　☎ (43)1178

八幡小学校データ　森毎
こと

恵
え

校長　全校児童　196人

豊かな体験活動で考動する八幡っ子を目指します！

子どもの笑顔が輝き　安心して子育てできるまち山鹿

●子育て支援センター　
　山鹿市内には５つの子育て支援センターがあります。子どもと一緒に遊んだり、子育て仲間と出会っておしゃ
べりしたりと、子育て中の親子や家族が楽しい時間を過ごし、子育てについて学びあえる場です。これから親に
なる人も子育て中の人も遊びにきてみませんか！
山鹿（とことこ） 鹿央（ほのぼの）鹿本（ぽっかぽか）菊鹿（ひまわり）鹿北（すまいる）

川端町402 鹿北町四丁 1612 菊鹿町下内田 165 鹿本町来民 686-1 鹿央町合里 158-1

　開所日時は、山鹿、鹿北、菊鹿、鹿央は月曜から金曜の午前 10 時〜午後４時、鹿本は月曜から土
曜の午前 10時〜午後４時です。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

●子育て応援の店～安心してお出かけしやすい街へ～
　子どもの遊ぶ姿や登下校時の児童生徒の見守り、外出中のおむつ交換や授乳のための場所提供をし
ています。どうぞお気軽にお立ち寄りください。登録店などの詳しい情報は、市ホームページをご覧
ください。

病後児保育室「さくらんぼ」　☎(41)3008
病後児保育室「あすなろ」　　☎(43)1281
病後児保育室「すずらん」　　☎(36)2110
ファミリー・サポート・センター  ☎(44)8800
子ども総合相談窓口　　　　  ☎(41)5878

山鹿子育て支援センター ☎(43)1270
鹿北子育て支援センター ☎(32)3194
菊鹿子育て支援センター ☎(48)4660
鹿本子育て支援センター ☎(46)6029
鹿央子育て支援センター ☎(36)2150

第一児童館　　　　　　　　☎(43)1128
中央児童センター　　　　　☎(44)0057
児童センター　　　　　　　☎(46)4441
鹿本児童館　　　　　　　　☎(46)4455
子育て世代包括支援センター ☎(43)2525

問い合わせ先

子育て支援センター▶︎

子育て応援の店▶︎

感謝を込めて赤飯作り

版画を真剣に見る児童 日輪寺で歴史を学ぶ

〜笑顔いっぱい　元気いっぱい　感動いっぱい　八幡小〜
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バ
ン
ビ
通
信

図書館スタッフ図書館スタッフ  おすすめのおすすめの１冊１冊
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）９
１
１
９

お
し
ら
せ

ひだまり図書館

「昭和へタイムワープ」

　昭和をテーマにした本を展示します。懐
かしいのにどこか新しい「昭和」。読んで・
感じてノスタルジーに浸る旅へ出かけてみ
ませんか。

こもれび図書館

「こども上映会」

日時：５月28日㈰　午後２時
場所：山鹿市民交流センター　中会議室１
内容：�「ぴったんこ！！　ねこざかな６・７」

作者はことしで作画 50 周年を迎えます。
深い青で描かれた美しい絵にのせて温か
なメッセージが心に響きます。大人の皆
さんに読んでほしい絵本です。

【ひだまり】【こもれび】

『DARK BLUE　そして、光へ』
葉祥明 /著　日本標準 /出版

《大人向け絵本》

みんなの楽しみがたくさん詰まったテー
マパーク。大ピンチからサバイバルする
ジオとピピの活躍をしっかり見守ってく
ださい！

【ひだまり】【こもれび】【鹿北】【菊鹿】

『テーマパークのサバイバル』
ポドアルチング /文　韓賢東 /絵

朝日新聞出版 /出版

《児童ノンフィクション》

図書館の情報は
こちらから

問い合わせ先問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　 ☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎(48)3111　★鹿央市民センター　☎(36)3111　★生涯学習・スポーツ課☎(43)1150

休 

館 

日

 ひだまり図書館

５月８日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪
５月１日㈪は開館

 こもれび図書館

５月10日㈬・17日㈬・24日㈬・31日㈬
５月３日㈷は開館
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左から冊子を手渡す菊鹿小４年の原口 柊
しゅう

真
ま

さん、鹿子木清
しん

之
の

助
すけ

さん、堀田浩
こう

一
いち

郎
ろう

教育長、吉野栄
えい

治
じ

首席教育審議員

3/13　土器にドキドキ大作戦！！
　　　   …菊鹿小学校４年生

　菊鹿小学校４年生32人が山鹿市の歴史や文化について調
べたことを「菊池川流域の恵み体験協議会」の協力のもと
冊子にまとめました。児童たちが「山鹿市の土器について
学びたい」と題材を設定し、熊本県立装飾古墳館などで土
器について学び、さらに実際に土器を作る体験活動で学び
を深めました。冊子は市内の公共施設や道の駅などで見る
ことができます。

左から馬原監督、P
ピ ッ グ 　 ボ ス
IGBOSS コーチ、早田市長、神田社長、

山口 翔
しょう

選手、高山 凌
りょう

選手

3/15　リーグ連覇と日本一を目指して
　　　   …火の国サラマンダーズが表敬訪問
　火の国サラマンダーズの神田康

や す

範
の り

社長や所属選手たちが
山鹿市役所を訪問し、2023シーズン開幕報告と新デザイ
ンのユニフォームを早田順

じゅん

一
い ち

市長に贈呈しました。馬
ま

原
は ら

孝
た か

浩
ひ ろ

監督は「2月11日から約１カ月間山鹿市民球場でキャン
プを行い、充実した設備で十分な練習ができました。試合
に勝って山鹿市の皆さんの期待に応えていくとともに盛り
上げていきたいです」と抱負を述べました。

3/20　子どもたちが安心して通学するために
　　　　 …ランドセルカバー・交通安全横断旗贈呈式
　小学生の交通事故防止対策のため、山鹿地区交通安全協
会から新入学児童にランドセルカバー約400枚、山鹿地区
安全運転管理者等協議会から学校に交通安全横断旗100本
が贈呈されました。贈呈式では、牛島健

け ん

二
じ

協会長が「登下
校時の事故を防ぐためにぜひ活用して欲しい」と思いを述
べました。頂いたランドセルカバーと交通安全横断旗は、
教育委員会を通じて市内の各学校に配布される予定です。 左から吉野首席教育審議員、田中栄

えい
一
いち

協議会長、牛島協会長、
堀田教育長

※学年は令和４年度当時

交付式で田嶋副
知 事（ 左から３
番目）を囲んで
記念撮影を行う
早田市長（左か
ら２番目）と組合
メンバーの皆さん

3/16　「やまが B
ベ ー ス

ASE 事業協同組合」が特定地域づく
　　　　り事業協同組合に認定されました

　人口急減地域において、担い手確保を推進し、マルチワー
カーを組合で無期雇用する制度として本組合が認定を受けま
した。この日、熊本県庁で田嶋徹

とおる

副知事から代表理事の島
田裕

ゆう

太
た

さん（あつまる山鹿シルク）に認定証が交付されました。
左から堀田教育長と大仁田代表理事組
合長

3/9　ＪＡバンクから食農教育応援事業補助教材が贈呈
　　　されました

　子どもたちの食や環境、
農業の理解を深めるため
に毎年市内の小学５年生
に贈呈しており、ことしは補
助教材「農業とわたしたち
のくらし」を贈りました。大
仁田勲

いさお

代表理事組合長は
「この教材でもっと食育に
興味を持って欲しい」と思
いを伝えました。
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●�みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、原稿や写真を山鹿市役所秘書広報課へ郵送または持参してください。
●�紙面の都合で掲載を調整する場合があります。

 

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時　
５
月
28
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
半
～
11
時
半

◦
場
所　
湯
の
端
公
園

◦�

出
演　
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
、
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、江
良
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

鹿
北
中
音
楽
部
、
山
鹿
中
太
鼓
部
に
よ

る
ダ
ン
ス
や
演
奏
。

※
出
演
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
小
川
）

☎
０
９
０（
５
７
４
７
）５
１
３
６

 

水
天
宮
祭
り
子
ど
も
相
撲
大
会

 
参
加
者
募
集

鹿
北
町
西
栗
瀬
区

◦�
日
時　
５
月
５
日
㈷　

午
前
10
時
集
合

◦
場
所　
水
天
宮

◦�

対
象　
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

◦�

服
装　
汚
れ
て
も
い
い
服
（
男
子
は
上

半
身
裸
に
な
り
ま
す
）

　
参
加
費
無
料
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

参
加
賞
や
子
ど
も
が
遊
べ
る
遊
具
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
西
牟
田
）

☎
０
９
０（
３
４
１
８
）９
８
８
６

 

和
と
花
の
コ
ン
サ
ー
ト

メ
ロ
ー
ズ

　

バ
ラ
と
新
緑
に
包
ま
れ
た
ガ
ー
デ
ン
で

お
琴
と
フ
ル
ー
ト
の
春
の
調
べ
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
６
月
３
日
㈯

　

①
午
前
10
時
半
～　

②
午
後
２
時
半
〜

◦
チ
ケ
ッ
ト　
高
校
生
以
上　

１
５
０
０

　

円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）、
小
・
中
学
生

　

５
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
代
の
み
）

◦
場
所　
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
28
（
鹿
本
町

　

来
民
１
５
１
３
）

�

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
高
橋
）

☎
０
９
０（
２
７
２
１
）１
４
１
２

 

実
家
の
相
続
セ
ミ
ナ
ー

コ
ー
エ
イ
株
式
会
社

　

そ
の
う
ち
考
え
よ
う
と
先
延
ば
し
に
な

り
が
ち
な
相
続
の
こ
と
。
ど
ん
な
準
備
を

し
て
お
け
ば
い
い
？　

実
家
の
相
続
を
考

え
る
上
で
お
さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト

を
凝
縮
し
て
お
伝
え
す
る
、
初
め
て
相
続

を
予
定
す
る
人
に
お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。

◦�

日
時　
５
月
27
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
正
午

◦�

場
所　
コ
ー
エ
イ
不
動
産
（
菊
池
市
野

間
口
３
３
８

−

１
）
�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
平
川
）

☎
０
９
６
８（
23
）７
１
０
０

 

小
原
流
み
ん
な
の
花
展

小
原
流
熊
本
北
支
部

◦
日
時　
５
月
６
日
㈯
〜
７
日
㈰

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時
（
７
日
㈰
は

　

午
後
４
時
ま
で
）

◦
場
所　
さ
く
ら
湯　

池
の
間

　

入
場
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◦�

問
い
合
わ
せ
先

（
井
上
）
☎
０
９
６（
３
４
４
）０
５
８
５

（
福
原
）
☎
０
９
６（
２
７
２
）１
０
３
５

 

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
♡
は
っ
ぴ
ぃ

　
結
婚
し
た
い
あ
な
た
の
幸
せ
探
し
の
一

歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◦�

日
時　
６
月
18
日
㈰　

午
後
１
時
半
〜

◦�

対
象　
45
歳
以
下

◦�

募
集
人
数　
男
女
各
５
人
（
先
着
順
）

◦�

場
所　
大
津
町
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー
（
大
津
町
大
津
１
１
８
９

−

２
）

◦�

参
加
費　
千
円
（
当
日
徴
収
）
※
別
途

入
会
登
録
費
３
千
円

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
中
牟
田
）

☎
０
７
０（
２
６
３
２
）０
１
６
０

 

弓
道
教
室
受
講
生
募
集山鹿

市
弓
道
協
会

　
山
鹿
市
在
住
の
社
会
人
を
対
象
に
弓
道

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
経
験
不
問
で
す
。

弓
具
は
弓
道
協
会
で
準
備
し
ま
す
。

◦
練
習
日
時　
６
月
２
日
㈮
～
８
月
29
日
㈫

　

毎
週
火
・
金
曜
日

　

昼
の
部
：
午
前
10
時
～
11
時
半

　

夜
の
部
：
午
後
７
時
半
～
９
時

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
弓
道
場
（
山
鹿
市
民

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

 

美
し
い
庭
園
で「
絵
本
セ
ラ
ピ
ー
」

ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
28

　

美
し
い
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
絵
本
で
心

の
と
び
ら
を
開
け
て
み
ま
せ
ん
か
！　

絵

本
セ
ラ
ピ
ー
と
は
？　
「
自
分
の
心
を
映

し
出
す
鏡
で
す
」

◦
日
時　
５
月
23
日
㈫　

午
後
１
時
〜

◦
場
所　
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
28
（
鹿
本
町

　

来
民
１
５
１
３
）

 

蓄
音
機
の「
音
」聞
き
ま
せ
ん
か
？

蓄
音
機
を
楽
し
む
会

　

こ
の
忙
し
い
時
代
に
…
明
治
時
代
の
蓄

音
機
の
素
晴
ら
し
い
「
音
」
を
聞
き
、ゆ
っ

く
り
し
ま
せ
ん
か
？　

蓄
音
機
を
見
な
が

ら
仕
組
み
も
専
門
家
が
説
明
し
ま
す
！

◦
日
時　
５
月
20
日
㈯　

午
後
７
時

◦
場
所　
「
落
語
カ
フ
ェ
」
七
七
屋
山
本
堂

◦
曲
目　
１
万
枚
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
か
ら

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
や
モ
ダ
ン
ポ
ッ
プ
な
ど

◦
参
加
費　
千
円（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

◦
テ
ー
マ　
「
～
あ
り
の
ま
ま
で
～
自
分

　

ら
し
さ
っ
て
？　

」

◦
講
師　
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト
協
会
認
定

　

絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト　

武
岡
寿と

し

美み

さ
ん

◦
参
加
費　
２
千
円
（
ド
リ
ン
ク
・
お
菓

　

子
付
き
）

◦�

問
い
合
わ
せ
先
（
高
橋
）

☎
０
９
０（
２
７
２
１
）１
４
１
２

◦�

受
講
料　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

（
大
石
）
☎
０
９
０（
５
３
８
６
）８
３
０
９

（
槻
木
）
☎
０
９
０（
４
９
８
３
）５
３
４
０
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今月の 街角Gallery
ギャラリー

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）問 ☎ (44)4835

｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）問 ☎ (36)3838
▶前期　布と針の手仕事五人展
　　中山峰

みね

子
こ

さん（山鹿市）他、４人によるパッチワー
　クなどの展示販売。期間：５月１日㈪〜14日㈰　
▶後期　花と緑の２人展
　　坂本富

とみ

さん（山鹿市）と矢野とき子さん（南関町）　
　の押し花を展示。期間：５月17日㈬〜 30日㈫　
◉時間：午前10時〜午後４時　※月曜休館
ぴあぴあギャラリーウォール 問 ☎ (44)1231
▶福山ひろみ作品展　
　パステル油絵など展示。期間：５月１日㈪〜15日㈪　
◉時間：午前８時半〜午後５時（初日は午後１時から、
　最終日は午後３時まで）※６日㈯および日曜休館

 

学
習
教
室
で
一
緒
に

 

学
び
ま
せ
ん
か

地
域
の
学
習
教
室

　

地
域
の
学
習
教
室
は
、
熊
本
県
に
よ
る

学
習
支
援
事
業
で
す
。
安
ら
ぎ
の
居
場
所

を
提
供
し
、
一
人
一
人
に
合
わ
せ
て
学
習

を
支
援
し
、
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
伸

ば
す
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◦
対
象　
小
・
中
学
生

◦�

内
容　
「
楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
、
よ

り
そ
っ
て
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、宿
題
サ
ポ
ー

ト
、
苦
手
科
目
の
指
導
、
受
験
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

◦
場
所　
鹿
本
キ
リ
ス
ト
教
会
、
鹿
本
市

　

民
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
会
議
室

 

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
教
室
練
習
生
募
集
！

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
＆
空
手　
愛あ

い
せ
い
か
ん

誠
館

　
逆
立
ち
や
側
転
、
バ
ッ
ク
転
や
側
宙
な

ど
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
技
を
練
習
す
る
教
室

で
す
。
見
学
体
験
な
ど
お
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
対
象　
小
・
中
学
生

◦
練
習
日
時　
毎
週
金
曜

　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
半

◦�
場
所　
山
鹿
小
学
校
体
育
館

◦�

料
金　
月
額
３
千
円

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
平
野
）

☎
０
９
０（
１
０
８
１
）９
０
０
３

 

土
地
・
建
物
が
絡
む
お
困
り
事

鹿
ま
る　
再
生
住
宅
株
式
会
社

　

土
地
・
建
物
の
悩
み
は
人
や
お
金
や
思

い
が
相
ま
っ
て
悩
ま
し
い
問
題
で
す
ね
。 

何
か
ら
始
め
れ
ば
？　

い
つ
ま
で
に
？　

誰
に
？　

ど
う
い
う
風
に
聞
け
ば
い
い

の
？　

無
料
で
相
談
に
乗
り
ま
す
。
ま
ず

は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◦�

受
付
時
間　
午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

◦�

場
所　
山
鹿
９
６
７

−

１
（
熊
本
地
方

法
務
局
山
鹿
支
局
隣
）

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
横
谷
）

☎（
36
）９
１
９
９

 

石
田
組
八
千
代
座
公
演

S

セ

ン

テ

ィ

ク

オ

ー

レ

EN
TICU

O
RE

　
今
大
注
目
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
石
田

泰や
す
な
お尚

氏
と
選
ば
れ
し
7
人
の
奏
者
に
よ
る

石
田
組
熊
本
初
公
演
は
あ
の
八
千
代
座
！

全
国
で
も
異
例
の
公
演
お
見
逃
し
な
く
。

◦
日
時　
７
月
30
日
㈰

　

午
後
２
時
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

◦�

場
所　
八
千
代
座

◦�

入
場
料　
Ｓ
席　

５
５
０
０
円

　

Ａ
席　

４
５
０
０
円

◦
チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法　
　

　

・
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

　
　
（
Ｐ
コ
ー
ド　

２
３
８
２
５
２
）

　

・SEN
TIC
U
O
RE

　
　

☎
０
９
２（
７
１
０
）４
７
２
１

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
上
条
）

☎
０
９
２（
７
１
０
）４
７
２
１

▶前期　絵画四人展
　　山口幸

ゆきとみ

富さん（山鹿市）他、３人の水彩、油彩画を
　展示。期間：５月１日㈪〜16日㈫
▶後期　鹿本文化協会　絵画クラブ展
　　会員８人の切り絵や水彩画などの作品約20点を展示。
　期間：５月17日㈬〜 31日㈬
◉時間：どちらも午前11時半〜午後６時
　（どちらも最終日は午後３時まで）日曜定休
　※３日㈷および４日㈷は店休

◦
日
時　
相
談
に
応
じ
ま
す

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
鹿
本
キ
リ
ス
ト
教
会
）
☎（
46
）２
７
２
１

（
熊
本
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
協
議
会
）

☎
０
９
６（
３
３
１
）６
７
３
５

５月

※�営業時間や内容が変更・中止になる場合
があります。また、チケットのお求めや
内容に関することは八千代座まで問い合わ
せください。　　　　　　問☎ (44)4004

開催日 行　事　名 時間 料金

10 日㈬ 休　館　日 − −

17日㈬
ウイーン少年合唱団
山鹿中央病院

創立 90周年記念コンサート
夕方 有料

27 日㈯ 劇団とんぼ座 芝居と舞踊ショー 日中 有料

【見学ができない日】
上記の日、および 16日㈫は見学できません。 
　八千代座見学
入館料  大人530円、小中学生270円　（団体割引などあり）
　「八千代座物語」〜山鹿灯籠踊り定期公演〜
内　容  浪曲「わさもん」上映＆山鹿灯籠踊り
日　時  �１日㈪、６日㈯〜８日㈪、13 日㈯、14 日㈰、

20 日㈯〜 22 日㈪、28 日㈰、29 日㈪
　　　  （午前 10 時半開演）
※�八千代座物語の鑑賞には、八千代座入館料に別途大
人千円、小中学生 500 円が必要です。詳しくは、山
鹿温泉観光協会ホームページをご覧ください。

観光協会HP

みんなみんなのの広場広場

27　2023. ５　広報やまが
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短
　
歌

短
　
歌

肥
後
狂
句

肥
後
狂
句

俳
　
句

俳
　
句

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
三
月
例
会

●
黒
田
如
水
選

あ
ら
ら
ァ　

マ
マ
は
下
げ
た
つ
持
っ
と
っ
た

小
水
流
繁
富

の
ぼ
す
ん
な　

票
は
一
人
で
取
っ
た
つ
か　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

白
扇

ど
ん
こ
ん
な
ら
ん　
パ
ン
ツ
いっ
ち
ょ
で
締
め
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
竜
五
郎

も
う
良
か
ろ　

産
後
解
禁
待
っ
と
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
村
こ
ゆ
き

折
角
で
す
が　

甘
か
も
ん
が
食
え
ん
と
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

上
気

●
五
十
嵐
竜
五
郎
選

き
つ
か
ァ　

横
に
な
る
た
い
不
動
岩新

谷　

不
動

の
ぼ
す
ん
な　

地
球
有
っ
て
の
国
だ
ろ
う　

荒
木
又
衛
門

あ
ら
ら
ァ　

飛
べ
た
つ
も
り
の
水
溜
ま
り　

木
庭
野
々
花

折
角
で
す
が　

来
世
は
や
っ
ぱ
元
彼
と

川
上　

火
男

あ
ら
ら
ァ　

値
札
ぶ
ら
下
げ
さ
る
き
ょ
ら
す

竹
下　

賀
松

鹿
北
か
じ
か
会
　
二
月
互
選
句

な
ん
べ
ん
で
ん　

炬
燵
き
っ
た
か
ガ
ス
止
め
た

中
島　

絢
子

簡
単　

絵
文
字
い
っ
ち
ょ
の
返
事
き
た　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
ひ
ろ
み

な
ん
べ
ん
で
ん　

言
わ
ん
ち
ゃ
分
か
る
ボ
ケ
と
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
北　

鎌
岳

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

種
蒔
き
の
パ
ン
ジ
ー
群
れ
て
咲
き
に
け
り  

森
川　

秋
子

鳥
群
れ
て
大
樹
の
梅
を
散
ら
し
け
り　
　

山
部　

弘
子

菜
の
花
の
道
行
く
我
を
照
ら
し
け
り　
　

吉
田　

康
史

山
鹿
俳
句
会
　
四
月
例
会

●
岩
岡
中
正
選

花
満
開
憂
き
事
み
ん
な
ふ
っ
と
ん
で　
　

園
田　

紀
子

春
め
く
や
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ　
　

松
下　

圭
士

見
送
れ
ば
小
さ
き
手
を
振
る
花
の
道　
　

谷
崎　

弘
枝

鹿
本
短
歌
会
　
　
三
月
詠
草

●
大
友
清
子
選

極
寒
に
傷
つ
き
朽
つ
る
蘭
の
葉
の
あ
は
ひ
ゆ
あ
を
き
花
芽
伸
び
く
る　
　
　

鹿
子
木
泰
子

春
陽
さ
す
野
の
道
行
け
ば
高
空
に
鳶
は
ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
輪
を
描
く
な
り　
　
　

今
村
久
美
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
災
害
訓
練
に
集
ま
り
て
老
い
も
若
き
も
き
び
き
び
動
く　

中
山　

秀
子

石
人
短
歌
会　
　
三
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

桃
の
花
添
へ
て
う
れ
し
き
雛
飾
り
寄
り
添
ひ
な
が
ら
微
笑
み
な
が
ら　
　
　

木
村
か
す
み

当
た
り
前
の
事
な
ど
な
き
世
に
な
り
し
春
梅
の
小
枝
の
蕾
の
あ
り
き　
　
　

堀
田　

恵
美 

大
好
き
な
苺
を
「
し
ゃ
ん
」
個
ち
ょ
う
だ
い
と
言
っ
て
る
指
が
「
４
」
だ
よ
吾
子
よ　

米
原　

秀
一

鹿
北
短
歌
会
　
　
三
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

夫
と
見
る
桜
の
空
の
き
れ
間
に
は
光
う
せ
た
る
白
き
月
浮
く　
　
　
　
　
　

貞
熊
喜
美
子

わ
が
血
引
く
カ
ナ
ダ
に
育
つ
ひ
孫
た
ち
里
帰
り
せ
し
を
ひ
し
と
抱
き
し
む　

西
牟
田
節
代

お
下
が
り
の
シ
ャ
ツ
身
に
纏
い
歩
き
出
す
天
国
の
友
に
背
中
お
さ
れ
て　
　

北
原　

千
鶴

菊
鹿
短
歌
会
　
　
三
月
詠
草

妻
と
ゆ
く
吉
野
の
里
の
ま
ひ
る
ま
の
空
に
吸
わ
れ
し
さ
く
ら
の
こ
と
ば　
　

渕
上　

修
次

●
渕
上
修
次
選

外
曽
孫
二
才
五
才
も
走
り
来
て
も
み
じ
手
合
は
せ
ま
ず
は
お
詣
り　
　
　
　

長
野　

節
子

有
明
の
海
に
流
れ
る
清
き
水
金
峰
山
に
植
樹
楽
し
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口　

安
徳

三
岳
短
歌
会
　
　
三
月
例
会

●
有
働
真
澄
選

人
住
ま
ぬ
隣
の
庭
の
白
梅
は
今
年
も
咲
き
て
人
待
つ
ご
と
し　
　
　
　
　
　

中
原　

節
子

一
粒
の
実
も
残
さ
ず
に
万
両
の
赤
き
熟
実
を
啄
み
し
は
何
鳥　
　
　
　
　
　

戸
次　

幸
子

春
日
和
待
ち
し
初
蝶
舞
ひ
き
た
り
紋
白
紛
れ
て
白
梅
の
な
か　
　
　
　
　
　

森　

ト
ミ
子
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2023-24シーズンSTART！！2023-24シーズンSTART！！
OMRON PINDYSOMRON PINDYS

　オムロンを長年支えてきたベテラン選手が4人引退し、新加入選手は7人！
新体制となったオムロンピンディーズに意気込みを聞きました。

　監督・キャプテン・副キャプテンからの意気込み

水野裕
ゆう

紀
き

監督

　ことしはキャプテンと共に、
チームの柱として勝つチームづ
くりをしていきます。目標は、昨

シーズンと変わらずプレーオフ進出、そして日本一
です。昨シーズンの悔しさをどんな時も忘れず、目
標に向かって精進していきます。昨シーズンまで積
み重ねてきたものは継続し、新加入選手の新しい風
と重ね合わせてより強くなったオムロンを皆さんに
お見せできるようがんばります。今シーズンもよろ
しくお願いします。

　昨シーズンのプレーオフは準決
勝で敗退し、私たちが目標にして
きた日本一を達成することができ

ませんでした。今シーズンもプレーオフ進出、そし
て日本一という目標は変わりません。
キャプテンとして、声かけを積極的に実施し、チー
ム力を上げていきます。また、チーム全体の年齢差
がないことを強みに、より一層密なコミュニケー
ションをとりながら選手同士が競い合い、競技力向
上につなげていきます。オムロンピンディーズのご
支援、ご声援よろしくお願いします。

　昨シーズンは攻守の要である永田しおり選手が引退し、チームとしては挑戦の年でした。
結果は全日本社会人選手権 2位、国民体育大会 3位、日本選手権 3位、プレーオフ 3位
で幕を降ろしました。思うような結果には至りませんでしたが、コロナ禍の制限されてい
た観戦ルールも徐々に緩和され、皆さんの前でプレーできる喜びを実感するシーズンとな
りました。
　今シーズンは、新生オムロンとして成長した姿を皆さんにお見せしていきます。また、
令和６年 9月にプロリーグが開幕するため、ことしが日本ハンドボールリーグ最後の年と
なります。日本一奪還に向けて挑戦していきますので、引き続き熱い応援よろしくお願い
します。

キャプテン
NO.22　米澤綾

あや

美
み

選手
（2020年加入）

副キャプテン
NO.19　福井亜

あ

由
ゆ

美
み

選手
（2016年加入）

「より強く、より美しく〜「より強く、より美しく〜 cc
コ ン テ ィ ニ ュ エ イ シ ョ ンコ ン テ ィ ニ ュ エ イ シ ョ ン

ontinuationontinuation（継続）〜」（継続）〜」
新スローガン新スローガン

このスローガンには、今まで積み上げてきたものは継続し、新しい風とともにこのスローガンには、今まで積み上げてきたものは継続し、新しい風とともに
オムロンはより強くなっていくという思いが込められています。オムロンはより強くなっていくという思いが込められています。

29　2023. ５　広報やまが

▲ピンディーズ
　SNS情報はコチラ
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：
https://www.city.yam

aga.kum
am
oto.jp

５

あ
と
が
き

＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（秘書広報課）

■人の動き
人口 141 人減りました 49,137 人
男性 74 人減りました 23,212 人
女性 67 人減りました 25,925 人
世帯数 22 世帯増えました 21,955 世帯
〜14歳 11.5 ％ 5,643 人
15歳〜64歳 50.0 ％ 24,550 人
65歳〜 38.6 ％ 18,944 人

３月末現在 ( 増減は前月末比 )

2023
（

令
和

5
年

）　M
ay　

N
o.269

　昨年度は、保護者会長として保育園に行く
ことが多く、「お父さんの読み聞かせ」をは
じめ、さまざまな行事に参加する機会をいた
だきました。おかげで１年を通じ、保育園で
過ごす子どもの家庭とはまた違った明るい声
や輝く笑顔を見ることができましたし、先生
や友達との社会性のある関わりを垣間見て、た
くましく成長していく姿にとても感慨深い気持
ちになりました。
　家族の関わりはもちろん友達の存在、そし
て先生の温かい関わりがあったからこそで、
子どもが伸び伸びと成長するために、関わる
ことの大切さに気付くことができました。こ
のような機会をいただいたことに心から感謝
を申し上げます。
山鹿西保育園
令和４年度保護者会長　　
　　　　　大津山顕

けん

司
し

節分の鬼退治

山鹿市広報部員、募集中！

読 の ひ ろ ば
市民の皆さんからの投稿欄市民の皆さんからの投稿欄

者

皆さんの身近な話題や気になる情報、イベントなど、隠れた地域の　
魅力を広報紙で発信してみませんか ?詳しくはお問い合わせください。
問�秘書広報課広報係　☎ (43)1110

お父さんによる読み聞かせ会

保護者と一緒の餅つき。子どもたち
は作業の大変さと食べ物への感謝を
学びます

♣
春
の
人
事
で
広
報
係
を
去
り

ま
し
た
。
ひ
そ
か
に
掲
げ
た
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
と
い
う
目

標
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

旬
な
話
題
を
夢
中
で
追
い
か
け

多
く
の
人
を
紹
介
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
あ
っ

と
い
う
間
の
２
年
間
。
今
ま
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
カ

メ
ラ
を
納
め
ま
す
。（
深
）

★
4
月
の
異
動
で
広
報
係
に
な

り
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
操
作
や
記

事
作
成
な
ど
、
覚
え
る
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
や

ま
が
を
目
指
し
、
日
々
励
ん
で

行
き
ま
す
。
ま
ず
は
取
材
に
出

向
き
、
山
鹿
市
の
旬
な
情
報
を

見
つ
け
る
た
め
に
、
山
鹿
で
が

ん
ば
る
人
や
元
気
な
子
ど
も
た

ち
に
こ
れ
か
ら
会
い
に
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
陽
）

積極的に関わったことで、子
どもたちとたくさんの楽しい
思い出もできました。これか
らも関わることを大切にして
成長を見守っていきます。

グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
認
定
さ
れ
た

環
境
保
全
の
優
れ
た
印
刷「
水
な
し
印
刷
」


